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ＧＨ０１ 人間と哲学の知 ２ ２－０ １～４ 前又は後 西洋哲学の基本的な領域を概観しつつ、人間と世界に
ついて考える。

ＧＨ０２ 法と社会 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
法の概念、目的、効力、適用など、法と社会の諸問題
について考える。

ＧＨ０３ 思考の論理入門 ２ ２－０ １～４ 前又は後
論理学の基本的な領域を概観しつつ、人間の論理的な
思考について考える。

ＧＨ０４ 思考の論理 ２ ２－０ １～４ 前又は後
論理学を概観しつつ、人間の論理的な思考について考
える。

ＧＨ０５ 西洋思想とインドの思想 ２ ２－０ １～４ 前又は後
西洋思想とインド思想を比較検討しつつ、それぞれの
思考様式を明らかにする。

ＧＨ０６ 西洋思想と日本・中国の思想 ２ ２－０ １～４ 前又は後
西洋思想と日本・中国の思想を比較検討しつつ、それ
ぞれの思考様式を明らかにする。

ＧＨ０７ 憲法概論 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後 憲法についての基礎的知識及び日本国憲法の概要。

ＧＨ０８ 現代政治の課題 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

現代の日本政治を多面的に分析し、そこから日本政治
の課題を導き出し、解法の方法を提示する。その際、
日本の政治風土、政治文化についても論及し、日本の
政治像の全体的な把握を目指す。

ＧＨ０９ 環境の哲学 ２ ２－０ １～４ 前又は後

環境の保全と保存、土地倫理、共有地の悲劇と救命艇
倫理、宇宙船倫理、世代間倫理等、環境倫理学におけ
る種々の考え方を検討し、さらに、その背景をなす人
間観、自然観等を考察する。

ＧＨ１０ 心の哲学 ２ ２－０ １～４ 前又は後

本講義は心をめぐる哲学的な問題を論じるものであ
り、今日では「心の哲学」と呼ばれる分野を成してい
る。近代以降の心身二元論から２１世紀の最先端の話
題について、幅広くカバーし、「心」の本性について
哲学の立場から論じる。

ＧＨ１１ 心の科学 ２ ２－０ １～４ 前又は後
人間の心と行動を科学的に理解するために、知覚、学
習、記憶と思考など、心理学の基礎的側面を中心に概
説する。

ＧＨ１２ 人間関係論 ２ ２－０ １～４ 前又は後
人間の発達、パーソナリィティ論、社会行動などを通
して、自己と他者、対人関係についての理解を心理学
的に深めることを目的とする。

ＧＨ１３ 日本の政治 ２ ２－０ １～４ 前又は後

政治学には政治理論、政治史、政治思想史、政治制
度、政治過程、政党制、公共政策、地方自治などの
様々な分野が方摂されるが、これらをわが国の政治状
況に焦点を絞って考察することによって、日本の政治
に関する関心と基礎知識を養う。
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ＧＨ１４ 現代の国際関係 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
現代の国際社会を理解するための基礎的概念を紹介
し、現代の諸課題をその歴史的背景をも含めて紹介・
検討する。

ＧＨ１５ 犯罪心理学入門 2 ２－０ １～４ 後

犯罪心理学の理論を，個人の特性に焦点をあてた理
論，家族などの親密な人間関係に焦点をあてた理論，
社会の構造や特性に焦点をあてた理論，心理学の原理
を用いた理論などに分類して概説し，具体的な犯罪に
ついて解説する。また，犯罪者の更生についても概説
する。

ＧＨ１６ 比較思想文化論 ２ ２－０ １～４ 前又は後

世界には様々な思想や文化が存在している。どのよう
な思想や文化も地域性や時間性という制約の下にあ
る。それ故、それらの違いがまず強調されるであろ
う。しかし、それらの中には共通性も見出されうる。
本講義では、世界の思想や文化を、比較という観点か
らその共通性や相違に着目して、論じる。

ＧＨ１７ 生命倫理 ２ ２－０ １～４ 前又は後
生命倫理学を中心に、安楽死と尊厳死、脳死と臓器移
植、クローン、ケア論等について検討し、あわせて生
と死、人間等について考えてみたい。

ＧＨ１８ 宗教と世界 2 ２－０ １～４ 前又は後
世界の主要な宗教について、その教義や歴史などを概
説する。宗教が関係する諸問題についても取り上げ
る。

ＧＨ１９ 人間と宗教 ２ ２－０ １～４ 前又は後
多くの宗教に共通する一般的な特徴を中心に紹介しな
がら、人間にとって、あるいは社会にとって宗教とは
どのような意味・役割をもつかについて考える。

ＧＨ２０ 人間観と教育 ２ ２－０ １～４ 前又は後
多様な教育についての考え方を、それを根底で支える
人間観と共に紹介し、現代にふさわしい人間観、およ
び教育のあり方について考える。

ＧＨ２１ 近代日本の社会と表現 ２ ２－０ １～４ 前又は後
各時代を代表する作品を取り上げ、作品が時代をどの
ように浮かび上がらせたか、又、作品が時代によっ
て、どう読まれたかを探る。

ＧＨ２２ 日本古典文学の世界 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
「今昔物語集」を中心に説話文学を学ぶ一方、日本と
琉球の民俗現象や類似の文芸について学ぶ。

ＧＨ２３ 文学の楽しみ ２ ２－０ １～４ 前
大衆文学の代表的作家（司馬遼太郎、松本清張、水上
勉等）を取り上げ、彼等の作品が何故、多くの人々に
愛され読まれているか、その魅力を探っていく。

ＧＨ２４ 小説の社会学 ２ ２－０ １～４ 後
小説を“社会”とのかかわりで読解し、ある集団・国民
の意識、神話、ある時代の文化、精神構造を探る手が
かりとする。
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ＧＨ２５ ことばの生態 ２ ２－０ １～４ 前又は後

私たちは「ことば」を使って生きている。「ことば」
は社会生活・文化活動を営む上での基礎となってい
る。一見自明に見える「ことば」、その「ことば」の
本質、生理、認知、機能及び生活の中の「ことば」に
ついて考察する。

ＧＨ２６ ことばの構造と意味 ２ ２－０ １～４ 前又は後

意思疎通の優れた手段としての言語の仕組みがどのよ
うなものなのか、意味とは何かなど日本語なり、英語
なりの個別言語の体系と意味を考察し、その深層を探
る。

ＧＨ２７ 日本語のしくみ ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
日本語の発生、系統をはじめ、その文法、音韻等につ
いて体系的なしくみを学ぶと共に、日本語の現在、及
び日本語研究の問題点を考察していく。

ＧＨ２８ 日本語のはたらき ２ ２－０ １～４ 後

社会言語学的な側面から、日本語の使用実態や、バリ
エーションについて考えていく。グループ活動を重視
した授業展開を予定している。知識を受け身で得るの
ではなく、自ら探究する姿勢を重視する。

ＧＨ２９ 中国古典文学の世界 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

中国の文学は、その時間的なスケールの長さと内容の
多様さにおいて世界に類を見ない豊かさを持ってい
る。漢字に載せて運ばれた思想と美的表現は周辺の
国々に強い影響を与えてきた。日本の文学を理解する
うえで中国の文学、歴史、思想等を理解することは、
基本的な前提条件である。本授業では中国の古典文学
について講義する。

ＧＨ３０ 20世紀の中国文学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

中国の文学は、その時間的なスケールの長さと内容の
多様さにおいて世界に類を見ない豊かさを持ってい
る。漢字に載せて運ばれた思想と美的表現は週辺の
国々に強い影響を与えてきた。中国の近現代文学には
この国の社会的、歴史的条件の中で翻弄された人々の
思想と生活が反映されている。本授業では中国の近
代・現代文学について講義する。

ＧＨ３１ アメリカの文学と近代社会 ２ ２－０ １～４ 後
アメリカ近代文学の主要作品の講読・解説を中心に南
北戦争から現代に至るアメリカの文学と社会及び文化
について考える。

ＧＨ３２ 日本語研究入門 ２ ２－０ １～４ 前又は後

普段何気なく話している日本語、そこには母語話者ほ
ど気づきにくいさまざまな謎や仕組みが隠されてい
る。この授業では、グループ活動を通して、日本語研
究のさまざまなテーマに触れる。「答えがすぐには見
つからない」ことの面白さを知ることも、この授業の
目的の一つである。
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ＧＨ３３ 地域と生活 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
地域と人々の暮らしとの関わりを、人文、自然の両面
から考察する。

ＧＨ３４ 現代社会のしくみ ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
現代社会のしくみと変動について、沖縄の事例も取り
入れながら考察する。

ＧＨ３５ 歴史を知る ２ ２－０ １～４ 前又は後

歴史学には、日本史・東洋史・西洋史・考古学といっ
たさまざまな分野がある。それらの分野のなかから、
いくつかのテーマに焦点をあわせて、歴史について新
たに知ることをねらいとする。

ＧＨ３６ 歴史を探る ２ ２－０ １～４ 前又は後

歴史学には、日本史・東洋史・西洋史・考古学といっ
たさまざまな分野がある。それらの分野のなかから、
いくつかのテーマに焦点をあわせて、さまざまな視点
から歴史について探ることをねらいとする。

ＧＨ３７ 歴史を見る ２ ２－０ １～４ 前又は後

歴史学には、日本史・東洋史・西洋史・考古学といっ
たさまざまな分野がある。それらの分野のなかから、
いくつかのテーマに焦点をあわせて、新たな視点から
歴史を見ていくことをねらいとする。

ＧＨ３８ 歴史を考える ２ ２－０ １～４ 前又は後

歴史学には、日本史・東洋史・西洋史・考古学といっ
たさまざまな分野がある。それらの分野のなかから、
いくつかのテーマに焦点をあわせて、歴史について考
えることをねらいとする。

ＧＨ３９ 歴史を深める ２ ２－０ １～４ 前又は後

歴史学には、日本史・東洋史・西洋史・考古学といっ
たさまざまな分野がある。それらの分野のなかから、
いくつかのテーマに焦点をあわせて、歴史についての
理解を深めることをねらいとする。

ＧＨ４０ 歴史を学ぶ ２ ２－０ １～４ 前又は後

歴史学には、日本史・東洋史・西洋史・考古学といっ
たさまざまな分野がある。それらの分野のなかから、
いくつかのテーマに焦点をあわせて、歴史について学
ぶことをねらいとする。

ＧＨ４１ 歴史を掘る ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
土の中から掘り出される遺跡・遺物を通して人類の歴
史を解き明かす方法を考える。

ＧＨ４２ マスコミと社会 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
現代社会におけるマスコミと大衆の関わりについて沖
縄の事例も取り入れながら考える。

ＧＨ４３ 人類文化の比較 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
家族と親族、宗教と世界文化とパーソナリティ等、人
類文化の諸分野について比較考察する。

ＧＨ４４ 現代経済のしくみ ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

現代社会を構成するミクロ・マクロの経済主体の行動
と市場メカニズムを学ぶことにより、経済の資源配分
のしくみと雇用・物価・生産の変動というマクロ経済
の変動メカニズムを探求する。
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ＧＨ４５ 考古学入門 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

考古学は、物質資料（遺跡・遺物）から、過去の人類
の生活を究明する学問である。本講義では、考古学研
究の歩みを踏まえながら、調査の方法、分析の方法や
基本的な考え方をわかりやすく整理し、遺跡・遺物か
ら何がわかるかを具体的に学ぶことを目的にする。

ＧＨ４６ 経済の歴史 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

人類の悠久の歴史は、人と人との織り成す歴史であ
る。この中でも資本主義の成立過程は激烈であった。
そこで本講義では、資本主義がどのような歴史過程を
経て成立したのかをとらえる。

ＧＨ４７ 現代企業のしくみⅠ 2 0－２ １～４ 前 ・ 後

現代企業のしくみについて，経営分野・マーケティン
グ分野の観点から講義を行う。
ケースやデータ等を利用して企業活動を基礎から学ぶ
講義であり，専門分野を問わずに幅広い学生を対象と
する講義である。

ＧＨ４８ ベンチャー起業入門 ２ ２－０ １～４ 前

産学官連携による沖縄ビジネスアイディアコンテスト
と連動した実践的な講義により、起業に関する基本的
な知識の習得のみならず、課題解決能力や自己表現力
等、キャリア形成及び就業力の育成につながる起業家
マインドと行動パターンを学ぶ。

ＧＨ４９ ベンチャー起業実践 ２ ２－０ １～４ 後

問題解決型学習（PBL）を通じて、本学の研究シー
ズ、地域企業の課題、アイディアコンテストの入賞作
品等をテーマとし、具体的なビジネスプランを作成す
る。
　チームを編成し、仮想的に会社を立ち上げて、金融
機関や企業、その他支援団体等へプレゼンを行う等、
ビジネスプランの事業化のプロセスを体験する。

ＧＨ５０ 現代企業のしくみⅡ 2 0－２ １～４ 前 ・ 後

現代企業のしくみについて，会計分野を中心に企業活
動のしくみを学ぶ講義となる。
沖縄県の上場企業や各業界のトップシェアを有する企
業を題材として，事例やデータ等を利用して企業活動
を基礎から学ぶ講義であり，専門分野を問わずに幅広
い学生を対象とする講義である。

ＧＨ５１ 美術の世界 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
美術の広範な領域から特定の課題を設定し講義する。
（クラス毎に内容が異なることがあるので共通教育等
科目授業計画書に注意すること。）

ＧＨ５２ 現代経済の諸問題 ２ ２－０ １～４ 前又は後
現代社会がかかえる財政、金融、失業環境などの諸問
題について平易に概説する。

ＧＨ５３ 大学教育論 ２ ２－０ １～４ 後
大学教育への理解を深めるため、大学の歴史や役割、
大学での学び、大学生等について講義し、受講生の間
で予習を前提としたディスカッションを行う。
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ＧＨ５４
コーラルアンサンブルの楽し
み

２ ０－２ １～４ 前 ・ 後

合唱を通して、歌唱に必要な呼吸法・発声法・音楽表
現法を学ぶとともにアンサンブル力向上の過程で必要
とされるメンバーの相互理解・協調性を陶冶し、豊か
な人間性形成を目指す。

ＧＨ５５ 楽しく学ぶギター弾き語りⅠ ２ ０－２ １～４ 前
ギターの持ち方、調弦法、ハ長調やト長調の基本コー
ドのポジションの学習から始め簡単な弾き歌いを修得
する。

ＧＨ５６ 楽しく学ぶギター弾き語りⅡ ２ ０－２ １～４ 後
前期に続きギターの弾き歌いのテクニックを学習す
る。前期の内容を発展させ、扱う調性・コードを増や
し、さらに詳しく学習する。

隔年開講

ＧＨ５７ ステージスタッフ総合活動 ２ ０－２ １～４ 前

総合舞台芸術を陰で支えるステージスタッフの存在無
くしてはいかなるステージ・パフォーマンスも成り立
たない。この授業では、背景画・美術道具・衣裳・メ
イクサポートなどを演習をとおして学び、集団活動を
とおしての自律性・問題解決能力・社会性・コミュニ
ケーション力を身につけていく。

ＧＨ５８ 教育政策史 ２ ２－０ １～４ 後

本講義では、日米の教育政策、教育制度の歴史を比較
しながら、教育の市場化やテスト政策の進展といった
現代の教育政策上の課題について考察するとともに、
これまでの被教育経験を教育政策の観点から相対化す
る。

ＧＨ５９ マネジメント系SDGs演習 1 0－2 １～４ 後

持続可能な開発目標SDGsに積極的に取り組む人材育
成のための学修プログラムであるグローバル津梁の応
用段階(Level 2)として、マネジメント系SDGsのター
ゲット、指標を活用した調査分析を実践する。

クォーター
科目

ＧＨ６０ 美術と社会 ２ ２－０ １～４ 後

私たちを取り巻く環境そしてそれぞれの経験から成る
表現活動を人類の、文化の流れと共に考察する。美術
史上及び現代の作家による作品やプロジェクトを検討
する。

ＧＨ６１ 生命保険実務 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

本講義では、個人生活・企業活動において不可欠な生
活保障サービスを提供している生命保険会社の経営活
動・商品内容などを通して、生命保険の概念・機能・
効果などを概説します。生命保険について学ぶこと
は、一人ひとりの人生や生活設計を考えるきっかけと
なり、また、国民生活にかかる保障システムを理解す
るうえでも大変有益です。



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：人文社会系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＨ６２ 損害保険実務 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

本講義では、私たちの生活を取り巻く地震･台風など
の自然災害や病気、交通事故や犯罪などの各種リスク
に備える経済システムである損害保険が、日常生活や
経済にどのような役割を果たしているのかを学び、消
費者や社会人として必要な経済的な備えである損害保
険の基本的な知識を習得することを目的とします。

ＧＨ６３ 陶芸の世界 ２ ２－０ １～４ 前又は後

縄文時代から今日まで、人々はどのように「やきも
の」とかかわり、発展させてきたのか。その技術的特
徴や造形性の変遷について、日本での成り立ちを軸に
概説する。

ＧＨ６４ オーケストラの楽しみⅠ ２ ０－２ １～４ 前

オーケストラの持つ魅力に親しむことを目的とし、受
講生の選択楽器および演奏経験等を考慮した上で編成
を組む。ハーモニー練習などアンサンブル基礎練習を
行った後、楽器編成に合わせ古典派の楽曲を中心に演
奏・研究する。講義を通してパート練習、セクション
練習を積み、最終的に合奏へともっていく。

ＧＨ６５ オーケストラの楽しみⅡ ２ ０－２ １～４ 後

前期から行なっているハーモニー練習などアンサンブ
ル基礎練習を継続的に行った上で、ロマン派の楽曲を
中心に演奏・研究する。
前期に引き続き最終的に合奏へもっていくため、パー
ト練習、セクション練習を積むことが必要となる。

ＧＨ６６ 社会系特別講義Ⅰ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＨ６７ 社会系特別講義Ⅱ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＨ６８ アメリカの文化と社会 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
米国社会の生成、発展、構造、病理等について、社会
科学を中心に言語歴史、文化、哲学、教育心理、宗教
学等の学際的分野から概説的に解明する。

ＧＨ６９ 科学と擬似科学 ２ ２－０ １～４ 後

明らかに科学的とは言えないような有名な擬似科学的
理論をいくつか取り上げて、それらがなぜ科学理論と
認められないのか、それらをどのような観点から評価
すべきなのか等々を科学哲学の考え方を参照しながら
検討する。

ＧＨ７０ 心理学入門Ⅰ １ ２－０ １～４ 前又は後

心理学は心の諸現象を科学的に研究していく学問であ
る。そしてそれはどの学問分野を専門として学ぶにし
ても、多かれ少なかれ必要となってくる学問であると
言えるだろう。よってここでは知覚、認知、発達など
心理学の基本的な事項について学ぶ。

クォーター
科目



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：人文社会系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＨ７１ 心理学入門Ⅱ １ ２－０ １～４ 前又は後

心理学は心の諸現象を科学的に研究していく学問であ
る。そしてそれはどの学問分野を専門として学ぶにし
ても、多かれ少なかれ必要となってくる学問であると
言えるだろう。よってここでは性格、動機、学習など
心理学の基本的な事項について学ぶ。

クォーター
科目

ＧＨ７２
共生社会にむけたアクセシビ
リティ

２ ２－０ １～４ 前

障がいの有無や年齢、文化等の個人の多様性について
の知識を深める。そして、見る・聞く・移動するなど
の多様な角度から社会的障壁を理解し、それを取
り除くために必要な思考性を獲得することを目的とす
る。

ＧＨ７３ アクセシビリティ演習 ２ ２－０ １～４ 後

障がいの有無や年齢、文化等の個人の多様なニーズに
ついて理解した上で、学びやすい・過ごしやすい環境
を整えるためのコーディネートや社会的障壁に
対する対応能力の取得を目的とする。

ＧＨ７４ ヒューマニティ系SDGs演習 1 0－2 １～４ 前

持続可能な開発目標SDGsに積極的に取り組む人材育
成のための学修プログラムであるグローバル津梁の応
用段階(Level 2)として、ヒューマニティ系SDGsの
ターゲット、指標を活用した調査分析を実践する。

クォーター
科目

ＧＨ７５ ボランティアデザインⅠ ２ ２－０ １～４ 前

多様性を志向する現代社会において、様々なニーズへ
の対応力がある人材が求められている。障がいを社会
モデルとして捉え、環境を整えるためのコーディネー
ト力、および社会的障壁に対する対応能力を獲得する
ことを目的とする。
本講義では、グループワークを通して障がい種別にお
ける社会的障壁を調査し、それを解消するアクセシビ
リティを考案する。

ＧＨ７６ ボランティアデザインⅡ 2 ２－０ １～４ 後

多様性を志向する現代社会において、様々なニーズへ
の対応力がある人材が求められている。障がいを社会
モデルとして捉え、環境を整えるためのアクセシビリ
ティの向上や啓発を目的としたプロジェクトを実際に
企画立案することを目的とする。

ＧＨ７７ 囲碁の世界 ２ １～４ 前

囲碁のルール､マナー､基礎的な技術について学ぶと同
時に､受講者同士の対局を通じて､判断力､分析力､洞察
力､集中力を養う。指導に際しては日本棋院の全面的
な協力を得る。初心者を対象とするため､受講対象は
囲碁の未経験者に限定する。

集中講義



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：人文社会系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＨ７８
海外文化研修Ａ
（英語圏）

２ ２～４
前

（集中）

海外の交流協定校などでの集中語学訓練や社会文化に
関するセミナーへの参加、フィールドトリップや現地
学生との交流などを通して、コミュニケーション能力
の向上と異文化理解の深化を図る。

参加者の学部・
専攻は問わな
い。「大学英
語」と「英語講
読演習中級」を
履修済であるこ
と。その他、
「英語講読演習
上級」「英会話
演習中級」「英
作文演習中級」
「英語プレゼン
テーション演習
中級」「ＴＯＥ
ＦＬ演習」「ア
メリカの文化と
社会」（以上共
通教育等科目）
の受講を勧め
る。

ＧＨ７９
海外文化研修Ｂ
（中国語圏）

２ ２～４
前

（集中）

海外の交流協定校などでの集中語学訓練や社会文化に
関するセミナーへの参加、フィールドトリップや現地
学生との交流などを通して、コミュニケーション能力
の向上と異文化理解の深化を図る。

参加者の学
部・専攻は問
わない。中国
語関連科目を
４単位以上履
修済みの者。

ＧＨ８０
海外文化研修Ｃ
（スペイン語圏）

４ ２～４
前

（集中）

海外の交流協定校などでの集中語学訓練や社会文化に
関するセミナーへの参加、フィールドトリップや現地
学生との交流などを通して、コミュニケーション能力
の向上と異文化理解の深化を図る。

スペイン語関
連科目４単位
以上履修済み
か履修中であ
ること。

ＧＨ８１
海外文化研修Ｄ
（フランス語圏）

４ ２～４
前

（集中）

海外の交流協定校などでの集中語学訓練や社会文化に
関するセミナーへの参加、フィールドトリップや現地
学生との交流などを通して、コミュニケーション能力
の向上と異文化理解の深化を図る。

フランス語関
連科目を4単位
以上履修済み
か履修中であ
ること。

ＧＨ８２
海外文化研修Ｅ
（ドイツ語圏）

４ ２～４
前

（集中）

海外の交流協定校などでの集中語学訓練や社会文化に
関するセミナーへの参加、フィールドトリップや現地
学生との交流などを通して、コミュニケーション能力
の向上と異文化理解の深化を図る。

ドイツ語関連
科目４単位以
上履修済みか
履修中である
こと。



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：人文社会系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＨ８３ 環境と文学 ２ ２－０ １～４ 後
文学にみられる人間と自然、人間と環境をめぐる関係
性について、アメリカ文学、日本文学、西洋史の観点
から考察する。

ＧＨ８４
異文化コミュニケーション入
門

２ ２－０ １～４ 後

異文化間コミュニケーションの基礎理論を踏まえ、文
化的背景を異にする言語が接触した時に起こる種々の
言語現象や非言語的行動（表現・身振り・対話者間の
距離等）及び価値観・発想・思考形式の違いによって
生じる文化摩擦現象の考察を通して、自国及び諸外国
の言語文化や社会に対する理解を深める。

ＧＨ８５ 適応の心理 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

琉大の理念である「自由と平等、平和と寛容」との関
連の中で、青年期の適応の問題をとりあげる。学生同
志の自由な討論の中で、適応的に、よりよく生きてい
くための方策について考えていく。

ＧＨ８６ 人文系特別講義Ⅰ ２ １～４ 前 開講時に公示する。 集中講義

ＧＨ８７ 人文系特別講義Ⅱ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＨ８８
暮らしに活かす金融リテラ
シー基礎・実践講座

２ ２－０ １～４ 後

現代の暮らしでは金融の重要性が大きくなっている。
しかし実践的な金融の知識を学ぶ機会が少なく、トラ
ブルに巻き込まれる事例も多い。金融について正しい
知識を身につけ、より豊かな生活を送ることができる
よう、実生活に関わりの深いテーマについて講義す
る。

ＧＨ８９
アカデミック・ライティング
基礎

２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

基礎的な日本語の音声、文法、語彙表記、文体等を学
習するとともに、リポートの作成や発表等を演習す
る。講義と演習を併用することによって、日本語の表
現力を豊かにすることをねらいとする。



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：自然科学系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＳ０１ 大気の科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
地球大気現象についての系統だてた解説を通し
て、現代社会人としての地球科学的知識の向上
と、科学的思考法（演緯法）の習練をはかる。

ＧＳ０２ 地球の科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
現代の地球上で起きている様々な地学的現象につ
いて解説し、４６億年の地球史を地球環境と地球
生命の変動を中心に概説する。

ＧＳ０３ 海洋の科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

地球の海に関する様々なテーマ（地球の海の起源
と進化、海水の化学組成とその変遷史、海底の地
学、海洋の大循環、海洋の生態系、サンゴ礁な
ど）を取り上げ概説する。

ＧＳ０４ 脳の発達と人間 ２ ２－０ １～４ 前又は後
脳の構造・機能・発達と文化や教育との関連につ
いて述べる。

ＧＳ０５ 住まいの科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
気候風土に適した快適な住居とはどのようなもの
か、安全性、保健性、耐久性及び利便性など住宅
の性能について概説する。

ＧＳ０６ 情報科学概論 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

文系、理系、工系といった枠組みを超えたいわゆ
る境界領域を取り扱う学問分野の一つとして講義
を行う。情報化社会の特質やその社会に与える影
響、情報活性能力等について講義を行う。

ＧＳ０７ ヒトの科学と人間の医学 ２ ２－０ １～４ 前

今、医学・医療は大きく変化を遂げつつある。そ
の変化は、医学・医療の内部からだけでなく、幅
広い自然科学領域の研究成果や高度な工学的技術
の進歩との関わりの中からもたらされるものであ
る。本講義では、基礎医学領域の研究者がそれぞ
れの分野を概説しつつこれらの点に触れる。

ＧＳ０８ 動物実験の基礎 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

本講義では、生命科学分野における動物実験の意
義と役割について、重要な研究成果、研究手法お
よび実験技術を紹介しつつ概説する。また、大学
における動物を用いた実習や研究に参加する予定
の学生に知っておいてほしい、動物に対する倫理
的配慮、動物の適正な管理方法、環境保全と安全
管理、および関連法令についての講義を行う。主
な受講対象者は医学部医学科の学生であるが、他
の学部学科に属する学生の受講も歓迎する。本講
義は、前期、後期の２回、開講される。

医学科の学生は
１年次に前期講
義を、医学科学
士編入生は２年
次の後期講義を
履修すること。



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：自然科学系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＳ０９ 生命科学入門 ２ ２－０ １～４ 前

近年、生命科学分野の研究の発展は著しく、その
成果は、ヒトを含む生物の全遺伝情報の解読、遺
伝子組換え生物の産業利用、再生医療技術の臨床
応用、など、私たちの身近な話題として取り上げ
られている。本講義は、大学生が常識として知っ
ていなければならない生命現象の基本的知識の習
得とそれらの背景や応用的展開などについて学ぶ
ことを目的とする。分子、細胞、臓器組織、個体
の各レベルの知識に加え、健康の維持、生態系の
ありかた、などについて、分子生命科学研究施設
の教員が概説するとともに、その社会的意義につ
いて考察する。

ＧＳ１０ 統計と社会 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
社会で使われている統計を例にしながら、その仕
組みを講義する。

ＧＳ１１ 数理の構造 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
現代数学の仕組みについて、幾つかの話題をもと
に講義する。

ＧＳ１２ 数の文化 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
数学と社会の関わりについて、幾つかの話題をも
とに講義する。

ＧＳ１３ 人口と食糧 ２ ２－０ １～４ 後

２１世紀は急激な人口増加で、食糧難が一層深刻
になってくると思われる。本講義では、地球規模
での食糧生産の現状と今後の展望について、生
産、加工、流通等の面から講義する。

ＧＳ１４ 災害と安全 ２ ２－０ １～４ 後

台風、地震、大雨等の災害が発生するメカニズム
及び社会基盤と生活に対する影響と対策さらには
安全についての基本的な考え方について概説す
る。

ＧＳ１５ 総合環境学概論 ２ ２－０ ２～４ 前
環境問題について、人文、社会、自然の各分野か
ら学術的、総合的なアプローチを行う。

ＧＳ１６
生活習慣病予防および健康
増進

２ ０－２ １～４ 前

本カリュキュラムは、生活習慣病の予防の重要性
について啓発を行い、生活習慣の修正法を体得す
ることを目的とする。方略として、生活習慣病、
運動療法、血圧測定法に関する演習を行う。運動
及び血圧測定演習の前後で受講者の健康指標の変
化を分析する。

ＧＳ１７ 環境インターンシップⅠ ２ ２－０ １～４ 前

エコロジカル・キャンパス学生委員会のメンバー
として大学の環境マネジメントシステムの構築に
積極的に参画し、学生にとって一番身近なキャン
パス内で環境活動を企画・運営する実践的な授業
である。

2016年度～2019年
度入学の総合環境
学副専攻学生の必
須科目「総46 環境
インターンシッ
プ」の読み替え科
目とする。
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【教養領域：自然科学系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＳ１８ 環境インターンシップⅡ ２ ２－０ １～４ 後

「環境インターンシップⅠ」で身につけた知識や
実践の経験を活かし、より多角的な視点且つ指導
的な立場で委員会の活動に取り組むことが期待さ
れる。

「総57 環境イン
ターンシップ
Ⅰ」を履修済み
であること

ＧＳ１９ 時間と空間 ２ ２－０ １～４ 前　　期
時間と空間に関する物理的理解や人間の宇宙観の
変遷などについて概説する。

ＧＳ２０ 人間と物理学 ２ ２－０ １～４ 後　　期
生活の中の物理学や物理学の歴史を通して人間と
物理学との関わりを考える。

ＧＳ２１ 分子の世界 ２ ２－０ １～４ 前又は後
物質を構成する分子の化学的性質などについて概
説する。

ＧＳ２２ 地震と防災 ２ ２－０ ３～６ 前又は後

地震は自然災害のなかでも、人為被害も含めて被
害規模が最も大きく、社会生活を大きな混乱に招
く。しかも、地震予知もまだ不可能であり、特に
世界の地震の２０．７％が集中する日本国にあっ
ては、日本列島それ自身が自然の震動台といって
も過言ではない。そのような自然環境のなかで、
人間が生活を営む建物の地震被害を軽減化する最
新の技術を中心に、耐震工学と防災工学の立場か
ら概論的に講義する。

ＧＳ２３ 総合環境論 ２ ２－０ ３～６ 後

環境問題は、言うまでもなく現代世界的に大きな
問題であり、様々な分野から真剣にとりくまなけ
ればならない。本講義は、それぞれ専門の学問領
域を研究している後年次の学生に、それぞれの学
問領域の立場から環境問題に対してアプローチし
てもらい、発表し、受講者全員で議論するもので
ある。

ＧＳ２４ 生物の生活 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
さまざまな生物の生活とまわりの環境との関わり
に重点をおいて考える。

ＧＳ２５ 生命の科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後 生命のしくみを細胞レベルから考える。

ＧＳ２６ 沖縄の風景 ２ ２－０ １～４ 後　　期

沖縄の自然環境と生活文化により形作られている
身の回りの風景を理解するため、自然、伝統、生
活、産業、基地、イメージなど、沖縄の風景の持
つ多様な側面についての基礎的な知識を習得する
と共に、未来の沖縄の風景について考察する。

ＧＳ２７ 社会統計学基礎  ２ ２－０ １～４ 後　　期

自然科学、社会科学、人文科学などの調査研究を
行うためには、いろいろな科学的分析方法が用い
られる。統計学はそれらの科学的分析方法のひと
つであり、母集団の特性を推定し、大量のデータ
の中に存在する法則性を扱う分析方法である。講
義でこの理論と実践を習得する。
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【教養領域：自然科学系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＳ２８ ランドスケープ論 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
海岸線、水、緑地、公園、住宅地、集落などの土
地利用のあり方を、ランドスケープの面から考察
する。

ＧＳ２９ 地球環境と科学技術 ２ ２－０ １～４ 前　　期

今日、地球温暖化をはじめとする様々な環境問題
が生じている。本講義では地球環境問題に対する
理解を深め、それらの問題を解決するための科学
技術について学習する。

ＧＳ３０ 自然環境と土木工学 ２ ２－０ １～４ 後　　期

比較的身近な自然環境の仕組みを特に生態学的な
視点から解説する。そして、防災と環境保全の関
係、環境保全のための土木工学的技術、開発の環
境影響とその評価手法等について解説し、自然環
境と人との多面的な相互関係とそこでの土木工学
の役割について考える機会を提供したい。

ＧＳ３１ 生物資源利用とサイエンス ２ ２－０ １～４ 前　　期

身の回りの生活に関わる農薬・医薬、食品、発酵
についてオムニバス方式で講義する。その他、生
化学・生命科学に関わる事、特に社会的に注目さ
れ問題になっている事を平易に概説する。

ＧＳ３２ ヒトの健康科学 ２ ２－０ １～４ 前　　期

人体の構造や働きを学習し、次いで健康を阻害す
る諸因子について学習する。すなわち食事、運
動、環境社会と健康の関係や、ひとのかかりやす
い疾患について、性、年代別に精神的疾患も含め
て概説し、疾患を予防し、健康を保持する方法を
教授する。健康を害した者の治療法、看護法につ
いても概説する。

ＧＳ３３
ゲノム情報の生命科学と
データサイエンス入門

2 ２－０ １～４ 後

コロナウイルス感染時の重症化やがん、生活習慣
病へのかかりやすさは、個人 のヒトゲノムに記
された情報により担われている。本講義では、高
校レベルの生物学の基礎からゲノム情報の発現に
ついて講義し、データサインス的アプローチで解
析する手法を学ぶ。

ＧＳ３４ 昆虫の科学 2 １～４ 後

昆虫類は地上で最も繁栄している動物群であり、
生物多様性の根幹を担う重要な構成要素です。昆
虫類がどのような形態的・生態的な特徴をもち、
どのような暮らしをしているかを最新の知見をふ
まえて概説します。さらに、昆虫類が環境で果た
す役割や我々の生活との関わりを紹介します。

集中講義
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【教養領域：自然科学系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＳ３５
ライフサイエンス系SDGs
演習

1 0－２ １～４ 後

持続可能な開発目標SDGsに積極的に取り組む人
材育成のための学修プログラムであるグローバル
津梁の応用段階(Level 2)として、ライフサイエン
ス系SDGsのターゲット、指標を活用した調査分
析を実践する。

クォーター科目

ＧＳ３６
エンジニアリング系SDGs
演習

1 0－２ １～４ 後

持続可能な開発目標SDGsに積極的に取り組む人
材育成のための学修プログラムであるグローバル
津梁の応用段階(Level 2)として、エンジニアリン
グ系SDGsのターゲット、指標を活用した調査分
析を実践する。

クォーター科目

ＧＳ３７ 自然系特別講義Ⅰ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＳ３８ 自然系特別講義Ⅱ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義
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【教養領域：琉大特色・地域創生科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＲ０１ 平和論 ２ ２－０ １～４ 前又は後
国内で稀有な戦争・戦後体験を持つ沖縄の現代史と
現状を踏まえながら、アジア・世界の平和について
考える。

ＧＲ０２ 核の科学 ２ ２－０ １～４ 前
核の基礎的な原理、その平和利用軍事利用、又人間
及び環境に及ぼす影響などを自然科学的、医学的、
社会科学的立場から概説する。

ＧＲ０３ 女性と社会 ２ ２－０ １～４ 前又は後
フェミニズムの理論と動向を紹介しつつ、新しい女
性像を探る。更に、沖縄の女性をも視野に入れる。

ＧＲ０４ 沖縄の基地と戦跡Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前又は後
沖縄の基地や沖縄戦の具体像をとおして平和を考え
る。

ＧＲ０５ 沖縄の基地と戦跡Ⅱ ２ １～４ 前又は後
沖縄の基地や沖縄戦案内の内容・教材・方法を教員
と学生同士の共同でつくりあげる。

沖縄の基地と戦跡Ⅰ
を履修しているこ
と。
集中講義

ＧＲ０６ 琉球の文学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
琉球（沖縄）に伝承されてきた歌謡や劇をとりあ
げ、琉球のことばによる表現について概説する。

ＧＲ０７ 地域の科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
地域と人間生活の関わり合いにおける社会科学的課
題について、多角的な講義を行う。

ＧＲ０８ 琉球の自然 ２ ２－０ １～４ 前

琉球の島じまをとりまく大気のこと、島の地形・地
質・陸水のこと、島に生息する植物・動物のことな
どを中心に、琉球列島の自然を紹介し、その特性に
ついて考察する。

ＧＲ０９ 琉球の自然保護 ２ ２－０ １～４ 前又は後
沖縄の自然保護について多角的に学ぶ。沖縄の自然
破壊の現状を知り、開発との関係も考える。

ＧＲ１０ 沖縄のサンゴ礁 ２ ２－０ １～４ 後

沖縄のサンゴ礁について、幅広く物理、化学、生
物、地学、海洋学の諸分野にまたがり、学際的見地
から講義を行う。この海域のサンゴ礁についての総
合的な理解を深めることによって、サンゴ礁域にお
ける生命の多様さ、生命の重さと保全の大切さ、自
然環境の維持の必要性の重要さを考える。

ＧＲ１１ 琉球弧の自然誌 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

地学の視点でとらえた琉球弧の特徴や特⾊をわかり
やすく講義する。複数の地球環境系教員が担当し、
琉球弧に関する具体的なテーマ（琉球弧の位置づ
け、琉球弧周辺で起きている地学的現象、地形と地
質、成⽴ち（地史）、海底地質、琉球弧を取り巻く
海洋と気象など）について概説する。

ＧＲ１２ 琉球の地理 ２ ２－０ １～４ 前

琉球諸島は、亜熱帯の環境、サンゴ礁の海、といっ
た特色ある自然事象に加え、琉球文化圏といわれる
独特の文化圏を形成してきており、島嶼経済、サト
ウキビ農業、といった人文事象についても特色ある
地域である。この亜熱帯島嶼環境下にある琉球の非
常に特色のある地理的事象について概説する。
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ＧＲ１３ 戦争と平和の諸問題 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
「戦争を防ぎ、平和を達成するにはどのようにすれ
ばよいのか？」という問題意識に基づき、広く戦争
と平和に関する諸問題を扱う。さまざまな角度から

ＧＲ１４ 琉球アジア研究入門 ２ ２－０ １～４ 前又は後

琉球・沖縄の歴史・言語・文学、日本の文学・歴史
など日本を含む琉球、アジアの個々の地域につい
て、あるいは、中国と琉球・沖縄、日本と中国など
の交流の歴史にふれ、それぞれの地域の文学や言語
を比較・対照しながら、いま何をどのように研究を
すすめているのか、なぜ研究をする必要があるの
か、解決しなければならない課題はなにか、などな
ど具体例をあげて講義する。

ＧＲ１５ 移民論 ２ ２－０ １～４ 前又は後
戦前・戦後を通じて国内でも有数の移民県であるこ
とを踏まえて沖縄の移民の歴史と現在を考察する。

ＧＲ１６ 沖縄の政治と社会 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
近現代の沖縄の政治と社会について、日本の国内政
治や国際的環境との関連において考察する。

ＧＲ１７ うちなーぐちあしび ２ ２－０ １～４ 前又は後

沖縄語（うちなーぐち）を話すだけでなく、読んだ
り、聞いたりることによって、沖縄語に親しむ機会
を提供する。沖縄語普及協議会発行の『はじみらな
うちなーぐち』を使って、まず沖縄語の基本文型の
習熟を図る。さらに『沖縄ぬ暮らしとぅ昔話』など
を使って、沖縄語に親しむ。

ＧＲ１８ 亜熱帯－西表の自然 ２ １～４ 前

亜熱帯西表島には多くの貴重な動植物が様々な生活
を営んでいる。これらの生き物に体験学習的講義と
いう形で接してもらう。亜熱帯林、マングローブ林
等を歩き、生物観察とその調査法等を学ぶ。ほか、
サンゴ礁でのシュノーケリングなども行い、西表島
の様々な自然環境を観察する。

集中講義

ＧＲ１９ 沖縄の学力と教育 ２ ２－０ １～４ 前又は後

沖縄は残念ながら全国でもっとも学力の低い地域と
して知られている。そのうえ、近年の教育改革（ゆ
とり教育、学習内容の３割減、完全学校週五日制
等）により全国的な学力低下が指摘され、そうした
意味では、沖縄は二重の学力問題を抱えているとい
える。本講義では、そうした沖縄の学力問題を近年
の教育改革の動きを踏まえながら、社会学的、心理
学的に明らかにしていく。
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ＧＲ２０ 琉球語入門Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前

奄美諸島から沖縄諸島、宮古諸島、八重山諸島にい
たる琉球列島の諸方言は、マイノリティの言語であ
るが、その発音や文法の基礎とその上に多様な表現
を身につけつつ琉球語の特質を学ぶ。

ＧＲ２１ 琉球語入門Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後

奄美諸島から沖縄諸島、宮古諸島、八重山諸島にい
たる琉球列島の諸方言は、マイノリティの言語であ
るが、その発音や文法の基礎とその上に多様な表現
を身につけつつ琉球列島の各島々の方言の特質を学
ぶ。

ＧＲ２２ 沖縄の染めと織り ２ ２－０ １～４ 前

沖縄の人々は、独特の自然・気候風土や地理的特
性、歴史などを背景に豊かな工芸文化を育んでき
た。そのなかでも「染織」では、島や地域ごとに
様々な素材・技法によって多様で魅力的な多くの染
織物が生みだされてきた。
その歴史をひもときながら、沖縄の生活のなかでつ
くり出されてきた染織物について実物や写真で紹介
するとともに、現在の沖縄の伝統染織・手仕事の抱
える課題についても考察していく。

ＧＲ２３ 沖縄の歴史入門 ２ ２－０ １～４ 前又は後

琉球王国が日本という近代国家へ併呑される過程
（「琉球」から「沖縄」への変容）から、沖縄戦を
経て、米軍統治期の「戦後」、日本への「復帰」、
現在の「沖縄問題」に至るまでの沖縄近現代史に関
する基礎的な歴史事象を概説する。また、沖縄近現
代史をめぐる歴史学上の論争について、最新の研究
動向を紹介しつつ適宜取り上げることによって、歴
史学的な観点から現代的な課題へのアプローチにつ
いても講じる。

ＧＲ２４ 琉球学入門 ２ ２－０ １～４ 後

琉球（ここでは、奄美群島と沖縄県全域とする）の
歴史、文化・言語、自然環境等における地域特性と
そこから派生する様々な事象について概説し、琉球
地域の多様性について理解させる。

ＧＲ２５ 琉球の自然と人 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

多様で個性的な島々からなる奄美・沖縄という地域
を事例にして、自然と人間のローカルなかかわりに
ついて考える。特に「亜熱帯」「サンゴ礁」「島
嶼」に焦点を当てて、主として文化生態地理学・景
観地理学の観点から検討する。自然と向き合って生
活を営んできた奄美・沖縄の人々の生活文化につい
て、関連写真や図を多く用いた視覚的な授業を目指
す。



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：琉大特色・地域創生科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＲ２６
Community environment
 and planning
（コミュニティ環境計画論）

２ ４－０ １～４ 後

地域の生活環境の実態とその改善のための計画のあ
り方を、沖縄における具体的な実例を通じて理解す
る。伝統的なコミュニティから近代的な居住地まで
の実態と改善のための計画のあり方を学ぶ。講義は
大学院留学生のクラスとの合同討論を含めて英語で
行われる。

ＧＲ２７ 現代沖縄地域論 ２ ２－０ １～４ 前又は後

「沖縄」という地域が有する諸特性や地域課題の多
様性について学ぶ。オムニバス式の講義と受講者間
のディスカッション等を通じて地域社会に関する理
解を深める。

ＧＲ２８ 地域課題フィールドワーク演習 ２ １～３ 後

地域が抱える課題について，事前学修やフィールド
ワーク等を通してその実態を知り，解決・改善策に
ついて考える。課題ごとにチームを編成し取り組
み，最終的にプレゼン報告会において取組の成果を
発表する。

集中講義

ＧＲ２９ 現代沖縄の地域振興 ２ ２－０ １～４ 前

沖縄県においていかにして地域振興を図ることがで
きるかをテーマに，地方創生や雇用状況，自治体の
政策，起業，NPO等の側面から地域振興に関する
基本的事項を学び，ケーススタディを通じて具体的
方策や課題意識について学ぶ。

ＧＲ３０ 地域システム計画論 ２ ２－０ １～４ 前

地域とは何か？計画とは何か？を考え，地域におけ
る自然環境、社会環境をシステムとして理解し，如
何にして計画を作るのかについて講義する。特に，
計画システムにおけるシステムズ・アナリシスの考
え方およびこれと各種数理モデル等の関係について
考究する。

ＧＲ３１ 地域環境と生活空間 ２ ２－０ １～４ 前又は後

地域の環境を生活空間として理解し、生活空間の歴
史と展望を考える。沖縄の生活空間史、コミュニ
ティの実態、子どもの生活空間、身近な自然環境と
の関わり等について、現地学習による実感を重視し
た授業を実施する。

ＧＲ３２ 地域フィールドワーク入門 ２ １～４ 前又は後

地域における問題を発見、分析、解決していくため
の科学的アプローチとしてフィールドワークを学
ぶ。授業では、講義を通じてフィールドワークに関
する基本的な知識を理解するとともに、実際の
フィールドにおいて研究を実践的に展開する。

集中講義

ＧＲ３３ 島嶼地域科学入門 ２ ２－０ １～４ 後

沖縄や沖縄と共通の課題をもつ島嶼地域社会の現状
や問題について，人文・社会科学系を中心とした
様々な分野の教員による講義を通して多角的に学
び，自律的・持続的な島嶼地域社会の発展を実現す
る方策について考える。



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：琉大特色・地域創生科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＲ３４ 総合特別講義Ⅰ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ３５ 総合特別講義Ⅱ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ３６ 総合特別講義Ⅲ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ３７ 総合特別講義Ⅳ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ３８ 総合特別講義Ⅴ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ３９ 総合特別講義Ⅵ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ４０ 総合特別講義Ⅶ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ４１ 総合特別講義Ⅷ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ４２ 総合特別講義Ⅸ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ４３ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅰ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ４４ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅱ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ４５ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅲ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ４６ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅳ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ４７ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅴ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ４８ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅵ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ４９ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅶ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ５０ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅷ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ５１ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅸ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＲ５２ 沖縄の航空事業と地域振興 ２ ２－０ １～４ 前

日本トランスオーシャン航空の取組み事例を中心に
沖縄における航空事業と地域振興について講義する
とともに、沖縄県の空の玄関である那覇空港の視察
を通し沖縄における航空事業の役割について理解を
深める。

ＧＲ５３ 沖縄の航空事業と地域振興Ⅱ 2 ０－２ １～４ 後

「沖縄の航空事業と地域振興」についてグループ
ワーク等による演習を通して学ぶ。授業では、日本
トランスオーシャン航空の取組み事例を中心にしつ
つ、航空管制や空港ビル等についても取り上げ、沖
縄における航空事業の役割について理解を深める。

沖縄の航空事業と地
域振興を履修済みの
こと



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：琉大特色・地域創生科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＲ５４ 世界自然遺産西表島 2 １～４ 前

西表島で実施する5日間の実習。西表島の川、海、
森を実地踏査し、世界遺産に認められた生態系の繋
がりを観察する。一方で海外からの漂流物、観光収
入に依存した社会形態、立場の違いによる住民意見
の相違等の問題も認識した上で、今後継続的自然、
文化を守りつつ生活の営みを継続、向上するにはど
のようにしたら良いかを沖縄島嶼にまで展開して議
論する。

集中講義

ＧＲ５５ マングローブ生態系西表島 2 １～４ 前

西表島で実施する6日間の実習。西表島のマング
ローブ生態系を実地踏査し、山河と珊瑚礁を繋ぐマ
ングローブ生態系の機能を考察する。授業は三部構
成。一部は亜熱帯林とマングローブの生態系の違い
をカーボンストック機能中心に議論。二部は汽水域
でマングローブ生態系が何故成立可能なのかを植物
生理学的に考察。三部ではマングローブ生態系が存
在する河口から珊瑚礁の間で成立する生態系の特徴
を把握する。

集中講義

ＧＲ５６ 社会に活かす科学研究 2 １～４ 前

琉球大学で産官学が共創して取り組んでいるプロ
ジェクトを例に取り、参画する専門家がそれぞれの
立場から「共創」からうまれる「社会実装」をオム
ニバス形式で紹介する。特に、この講義では「琉大
ミーバイ」を例に取り実践的に概説する。

集中講義



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：琉大特色・地域創生科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＲ５７ 地域プロジェクト実践Ⅰ 2

０－２

１～４ 前

受講生が当該地域の現況や課題について地域調査等
によって理解を行い、グループごとに解決すべき課
題の設定や解決策の検討等のワークを通して、地域
プロジェクトの立案に取組む。

集中講義

ＧＲ５８ 地域プロジェクト実践Ⅱ 2

０－２

１～４ 後

受講生が当該地域の現況や課題について地域調査等
によって理解を行い、グループごとに地域で構想さ
れている地域プロジェクトをケーススタディとし
て、プロジェクトマネジメントについて取組む。

集中講義

ＧＲ５９
ドローン&フィールドサイエ
ンス西表島

2 １～４ 前

フィールド調査でドローンを安全に飛ばすための基
礎知識、法規、技能を5日間の集中講義で習得す
る。授業は座学と実技講習、筆記試験及び実技試験
で構成される。受講生は熱帯生物圏研究センター西
表研究施設に連泊し、授業の合間に西表島の海と山
の自然を観察する。

集中講義

ＧＲ６０ 共創学問西表島 2 １～４ 後

西表島で実施する6日間の実習。自ら積極的に学を
問い、他者と共に創造する姿勢に重点を置く。西表
島の生活、自然、伝統の魅力と問題を体験し、将来
を議論する。大学修了後の自分の将来を議論する。
過去の西表島実習受講生の受講を優先し、各々が学
んだ知識・経験・独自の発想をプレゼンし学び合
う。実習期日前のオンラインミーティングで一部企
画を練り、西表で実施する。

集中講義



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：グローバル科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＬ０１ グローバル実践演習Ⅰ ２ ０－４ １～４ １Q

日本人と留学生が特定の課題に協働して取
組むことで、汎用スキルに「専門性」を加
えたURGCCの掲げる7つの目標すべての能
力を涵養する。特にグローバル実践演習Ⅰ
では学生個人の専門性をプレゼンテーショ
ン、ディスカッションすることによって、
自分が専門として取り組んでいることを批
判的に考察し、そのグローバルな場面にお
ける活用の仕方を積極的に再構築していく
ことを目標とする。

日本人と留学
生の協働学修
科目。

クォーター科
目

ＧＬ０２ グローバル実践演習Ⅱ ２ ０－４ １～４ ２Q

日本人と留学生が特定の課題に協働して取
組むことで、汎用スキルに「専門性」を加
えたURGCCの掲げる7つの目標すべての能
力を涵養する。特にグローバル実践演習Ⅱ
ではPBL形式をとり、異文化間の考え方の
相違を最適な解へと結びつけていく活動を
通してグローバルな場面における主体的で
実践的な問題解決力を習得することを目的
とする。

日本人と留学
生の協働学修
科目。

クォーター科
目

ＧＬ０３ グローバル実践演習Ⅲ 2 ４－０ １～４ ３Q

異なる背景を持つ日本人学生と留学生が協
働することにより共通の目標にいたるプロ
セスを実践し、その意識とスキルの定着を
図る。グローバル実践演習Ⅲにおける特定
の課題は、それぞれの受講生が専門とする
分野のことであり、それを文化の異なる他
者と共有する中で批判的に考察し、グロー
バルな場面における活用の仕方を積極的に
再構築していくこととする。

日本人と留学
生の協働学修
科目。

クォーター科
目

ＧＬ０４ グローバル実践演習Ⅳ 2 ４－０ １～４ ４Q

異なる背景を持つ日本人学生と留学生が協
働することにより共通の目標にいたるプロ
セスを実践し、その意識とスキルの定着を
図る。グローバル実践演習Ⅳにおける課題
は、グローバル実戦演習Ⅲを発展させたそ
れぞれの受講生が専門とする多様な分野の
視点を統合させ、それを文化の異なる他者
と共有する中で批判的に考察し、グローバ
ルな場面における自己の専門性の活用の仕
方を積極的に再構築していくこととする。

日本人と留学
生の協働学修
科目。

クォーター科
目



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：グローバル科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＬ０５ 日本語学概説Ⅰ ２ ２－０ ２ 前

日本語そのものへの理解を深めるため，複
数の教員がそれぞれ複数回の授業を担当
し，さまざまな視点で日本語の特徴を講義
する。それを通して、外国語としての日本
語教育に求められる日本語学の基礎を学
ぶ。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ０６ 日本語学概説Ⅱ ２ ２－０ ２ 後

前期の日本語学概説Ⅰを発展させ，さらに
日本語そのものへの理解を深めるため，複
数の教員がそれぞれ複数回の授業を担当
し，さまざまな視点で日本語の特徴を講義
する。それを通して、外国語としての日本
語教育に求められる日本語学の基礎を学
ぶ。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ０７ 日本語教育学概説Ⅰ ２ ２－０ ２ 前

日本語学習者の概略を知ることから始め、
①日本語（教育）と国語（教育）の違い、
②日本語を学習者の立場から見直し、学習
者にとってどのようなところが問題となる
のかについて考える。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ０８ 日本語教育学概説Ⅱ ２ ２－０ ２ 後

①日本語教育の実際と課題を対象者別に検
討し、②海外の日本語教育について調べる
他、③日本語教育の中で「文化」をどのよ
うに扱ったらいいのか考える。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ０９ 日本語教育各論Ⅰ ２ ２－０ ３～４ 前

実際の会話データ（動画および書き起こし
スクリプト）を観察・分析することを通し
て、日本語教育における会話教育について
考える。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ１０ 日本語教育各論Ⅱ ２ ２－０ ３～４ 後

新聞記事など書き言葉のテクストを観察・
分析することを通して、日本語教育におけ
る読解教育・批判的リテラシー教育につい
て考える。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：グローバル科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＬ１１ 日本語教材研究Ⅰ ２ ２－０ ２ 前
現代日本語文法を主体的に考える能力を高
めつつ、自分のための文法参考書を作るこ
とを最終目標とする。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ１２ 日本語教材研究Ⅱ ２ ２ 後
第二言語習得理論について学び、それを通
して、日本語学習者の中間言語について理
解を深める

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。　集
中講義

ＧＬ１３ 日本語教授法Ⅰ ２ ２－０ ３～４ 前

日本語教師として教壇に立つために学ばな
ければならない基本的な項目を取り上げ
る。講義と討論によって日本語教授法の基
礎を学ぶ。学期の後半には模擬授業を行
う。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ１４ 日本語教授法Ⅱ ２ ２－０ ３～４ 後

日本語教師として教壇に立つために学ばな
ければならない基本的な初級文法、中級教
材分析、聴解・読解の生教材作成法を学
ぶ。学期の後半には模擬授業を行う。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ１５ 日本語教育実習 ２ ０－２ ４ 前・後

授業実習だけでなく、１つのコース（学習
者募集からコース評価まで）を受講生で分
担しながら運営し、教育現場で求められる
基本的な能力を培う。

日本語教育副
専攻登録者で
あること。3
月中に日本語
教育副専攻課
程の受講対象
学生に担当教
員から前期・
後期のどちら
で履修するか
意向調査を行
う。偏りがあ
る場合は抽選
等で受講者数
を平均化す

ＧＬ１６ 日本語教育演習Ⅰ ２ ２－０ ３ 前
日本語教育およびその関連領域についての
文献を講読し、発表および議論を行い、理
解を深める。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：グローバル科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＬ１７ 日本語教育演習Ⅱ ２ ２－０ ３ 後
日本語教育およびその関連領域についての
文献を講読し、発表および議論を行い、研
究テーマを決定する。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ１８ 日本語教育演習Ⅲ ２ ２－０ ４ 前
研究計画を立て、分析方法を学び、調査や
データの収集を行う。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ１９ 日本語教育演習Ⅳ ２ ２－０ ４ 後
調査結果やデータの分析・考察を行い、論
文を執筆する。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ２０ 国際共修で学ぶ日本文化Ⅰ ２ １－１ ２ 後

日本の文化に関する講義を基に日本文化の
様式的な側面について与えられたテーマに
ついての調査を行い、多様な文化背景を持
つ受講生間で協働学習を行う。

ＧＬ２１ 国際共修で学ぶ日本文化Ⅱ ２ １－１ ２ 前

日本文化の精神文化的側面について、様々
な文化背景を持つ受講生同士がディスカッ
ションや発表を通して互いの問題意識を共
有する。調査・体験の振り返りを通して課
題を発見し、グループ・プロジェクトなど
の協働学習などを通して文化への理解を深
める。

ＧＬ２２ 国際共修で学ぶ日本史Ⅰ ２ ２－０ ２ 後

縄文時代から室町時代までの日本の歴史に
関する講義を基に与えられたテーマについ
ての調査を行い、多様な文化背景を持つ受
講生間で協働学習を行う。知識を得るだけ
ではなく，歴史的プロセスへの理解を深
め，深い異文化・自文化理解を目指す。

ＧＬ２３ 国際共修で学ぶ日本史Ⅱ ２ ２－０ ２ 前

安土桃山時代から現代までの日本の歴史
を、様々な文化背景を持つ受講生同士が
ディスカッションや発表を通して互いの問
題意識を共有する。調査・体験の振り返り
を通して課題を発見し、グループ・プロ
ジェクトなどの協働学習などを通して歴史
への理解を深める。



（ 別 表 ２ ）

【教養領域：グローバル科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＬ２４ 国際共修で学ぶ沖縄の文化 I 2 １－１ １～４ 後

沖縄・琉球の文化に関する講義を基に、与
えられたテーマについての調査を行い、多
様な文化背景を持つ受講生間で協働学習を
行う。知識を得るだけではなく，文化形成
プロセスへの理解を深め，深い異文化・自
文化理解を目指す。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ２５ 国際共修で学ぶ沖縄の文化 II 2 １－１ １～４ 前

沖縄・琉球の文化に関する講義を基に、与
えられたテーマについての調査を行い、多
様な文化背景を持つ受講生間で協働学習を
行う。知識を得るだけではなく，文化形成
プロセスへの理解を深め，深い異文化・自
文化理解を目指す。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ２６ 国際共修で学ぶ沖縄の歴史 I 2 １－１ １～４ 後

琉球・沖縄の歴史に関する講義を基に与え
られたテーマについての調査を行い、多様
な文化背景を持つ受講生間で協働学習を行
う。知識を得るだけではなく，歴史的プロ
セスへの理解を深め，深い異文化・自文化
理解を目指す。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ２７ 国際共修で学ぶ沖縄の歴史 Ⅱ 2 １－１ １～４ 前

琉球・沖縄の歴史に関する講義を基に与え
られたテーマについての調査を行い、多様
な文化背景を持つ受講生間で協働学習を行
う。知識を得るだけではなく，歴史的プロ
セスへの理解を深め，深い異文化・自文化
理解を目指す。

日本語教育副
専攻登録者(登
録予定者)を優
先する。

ＧＬ２８ グローバルSDGs概論 1 ０－２ １～４ 前

持続可能な開発目標SDGsに積極的に取り組
む人材育成のための学修プログラムである
グローバル津梁の基礎的段階(Level 1)とし
て、SDGsの目的、意義および17のゴール・
169のターゲットに対する知識を習得し、理
解を図る。

クォーター科
目
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【教養領域：グローバル科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＬ２９ 言語教育実習 2 １－１ １～４ 前 ・ 後

日本語教育副専攻課程の学生とともに短期
日本語コースをデザインし運営することで
学びあう。実際に日本語を教える教壇実習
も含まれる。そしてそれらをとおして自分
の中の複言語／複文化能力を伸ばし，多様
性に寛容で他者とともに生きようとする
［市民性］の形成を目指す。

日本語教育副
専攻課程の
「日本語教育
実習」と合併
授業

ＧＬ３０
グローカル・イノベーション
演習I

1 ０－２ １～４ 1Q

国連のSDGsによる持続的社会実現に資する
企画・提案を、社会に還元するための創造
的かつ具体的な実践的企画力を習得させ
る。グローカル・イノベーション演習Iにお
いては、知識の習得と理解のため、企画・
起業に関する専門家のレクチャーおよび基
礎的な演習を行う。

クォーター科
目

ＧＬ３１
グローカル・イノベーション
演習Ⅱ

1 ０－２ １～４ 2Q

国連のSDGsによる持続的社会実現に資する
企画・提案を、社会に還元するための創造
的かつ具体的な実践的企画力を習得させ
る。グローカル・イノベーション演習IIにお
いては、応用と分析のため、企画・起業に
ついての分析の枠組みの習得、実践例のリ
サーチ・分析・評価、リサーチを踏まえた
実践の演習を行う。

クォーター科
目

ＧＬ３２
グローカル・イノベーション
演習Ⅲ

1 ０－２ １～４ 3Q

国連のSDGsによる持続的社会実現に資する
企画・提案を、社会に還元するための創造
的かつ具体的な実践的企画力を習得させ
る。グローカル・イノベーション演習IIIに
おいては、企画・提案の独自性、具体性の
確立に向けて、起業家等の専門家による
コーチングを踏まえての具体策構築の演習
を行う。

クォーター科
目
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【教養領域：グローバル科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＬ３３
グローカル・イノベーション
演習Ⅳ

1 ０－２ １～４ 4Q

国連のSDGsによる持続的社会実現に資する
企画・提案を、社会に還元するための創造
的かつ具体的な実践的企画力を習得させ
る。グローカル・イノベーション演習IVに
おいては、クリティカル・シンキングの段
階として、独自の企画。提案に対し類似す
る取組との比較検証、専門家による模擬審
査を実施する。

クォーター科
目

ＧＬ３４ グローカル実践演習Ⅰ ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

留学生と日本人学生の協働学習による国際
交流と地域貢献を目的としたプロジェクト
を企画・運営する。西原町の高校生や地域
住民もプロジェクトに参加してもらうこと
により、受講生が地域と留学生の間でグ
ローバルリーダーとして活躍する場を設
け、近い将来に向けた疑似体験による演習
を行う。

ＧＬ３５ グローカル実践演習Ⅱ ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

留学生と日本人学生の協働学習による国際
交流と地域貢献を目的としたプロジェクト
を企画・運営する。西原町の高校生や地域
住民もプロジェクトに参加してもらうこと
により、受講生が地域と留学生の間でグ
ローバルリーダーとして活躍する場を設
け、近い将来に向けた疑似体験による演習
を行う。
グローカル実践演習Ⅰで得た経験をもと
に、プロジェクトの各担当チーム（企画・
広報・資金獲得など）のリーダーとなり、
より主体的に中心的役割を果たす。

グローカル実
践演習Ⅰを履
修済みのこと

ＧＬ３６ グローカル実践演習Ⅲ ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

留学生と日本人学生の協働学習による、国
際交流と地域貢献を目的としたプロジェク
トを企画・運営する。西原町の高校生や地
域住民との連携を始めとする地域連携によ
り、留学生、日本人がグローカルな視点を
もって地域社会の課題解決に取り組む場を
設け、リーダーシップを育成する演習を行
う。グローカル実践演習Ⅲにおいてはプロ
ジェクトにおける協働力を実践し、習得さ
せる。

グローカル実
践演習Ⅱを履
修済みのこと
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【教養領域：グローバル科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＬ３７ グローカル実践演習Ⅳ ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

留学生と日本人学生の協働学習による、国
際交流と地域貢献を目的としたプロジェク
トを企画・運営する。西原町の高校生や地
域住民との連携を始めとする地域連携によ
り、留学生、日本人がグローカルな視点を
もって地域社会の課題解決に取り組む場を
設け、リーダーシップを育成する演習を行
う。グローカル実践演習Ⅳにおいてはプロ
ジェクトに対するクリティカルシンキング
を実践し、習得させる。

グローカル実
践演習Ⅲを履
修済みのこと

ＧＬ３８ 個と多様性 １ ０－２ １～４ 前 ・ 後

日本人学生と留学生が履修する国際共修科
目。地域・国際性を修得する初段階におい
て、言語や文化の異なる学習者同士がオー
トエスノグラフィーという研究方法を用い
て、「自分の経験を振り返り、『私』がど
のように、なぜ、何を感じたかと言うこと
を探ることを通して、文化的・社会的文脈
の理解を深める」（井本 2013:104）、異文
化交流に対する意欲、柔軟性、感情の自己
管理、忍耐力等を修得する。

日本語または
英語で日常会
話レベルのコ
ミュニケー
ションがとれ
ること
（CEFR Ａ２
相当以上）
クォーター科
目

ＧＬ３９ グローカルリーダーシップ論Ⅰ １ ２－０ １～４ 後

国際化・多様化が進む地域社会において、
様々な階層と役割においてリーダーシップ
をとることができる人材に必要な知識やス
キルを、講義とワークショップを通して習
得する。沖縄をリードする企業や官公庁か
らも外部講師を招いて講義やワークショッ
プを行い、沖縄の産業や経済の現状や課題
について理解を深め、課題解決に向けての
議論を行う。

日本語または
英語で日常会
話レベルのコ
ミュニケー
ションがとれ
ること
（CEFR Ａ２
相当以上）
クォーター科
目
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【教養領域：グローバル科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＬ４０ グローカルリーダーシップ論Ⅱ 1 ０－２ １～４ 前

リーダーシップの歴史をたどりながら、現
代のグローバル社会に必要とされるリー
ダーシップおよび組織マネジメントの理論
的枠組みの理解を進め、そのスキルの実践
の場としての地域社会の具体的な課題解決
のワークショップを通じて、地域・国際性
に則ったリーダーシップの習得を図る。

日本語または
英語で日常会
話レベルのコ
ミュニケー
ション
（CEFR A2相
当）がとれる
こと
クォーター科
目

ＧＬ４１ グローカル実践研修 1 ０－２ １～４ 前・後

留学生と日本人学生がチームになり，地域
の様々な団体において実地研修を行い，課
題を発見し，その解決法を提案する。中間
報告と最終報告のプレゼンテーションを行
い、参加者全員でディスカッション、評価
を行う。

日本語または
英語で日常会
話レベルのコ
ミュニケー
ションがとれ
ること
（CEFR A2相
当以上）
クォーター科
目

ＧＬ４２ グローカル実践研修Ⅱ 1 ０－２ １～４ 第2Q

留学生と日本人学生がチームになり，地域
の様々な団体において実地研修を行い，課
題を発見し，その解決法を提案する。 中間
報告と最終報告のプレゼンテーションを行
い、参加者全員でディスカッション、評価
を行う。 Ｉとは研修を実施する団体が異な
る。

日本語または
英語で日常会
話レベルのコ
ミュニケー
ションがとれ
ること
（CEFR A2相
当以上）
クォーター科
目
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【教養領域：日本語・日本事情科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＪ０１ 文法C2S ２ ０－２ 前 上級前半/文法
外国人留学生
対象

ＧＪ０２ 文法C2F ２ 後 上級前半/文法
外国人留学生対象
集中講義

ＧＪ０３ 読解B2S ２ ０－２ 前 中級中盤/読解
外国人留学生
対象

ＧＪ０４ 読解B2F ２ ０－２ 後 中級中盤/読解
外国人留学生
対象

ＧＪ０５ 読解C1S ２ ０－２ 前 中級後半/読解
外国人留学生
対象

ＧＪ０６ 読解C1F ２ ０－２ 後 中級後半/読解
外国人留学生
対象

ＧＪ０７ 読解C2F ２ ０－２ 後 上級前半/読解
外国人留学生
対象

ＧＪ０８ 聴解B2S ２ ０－２ 前 中級中盤/聴解
外国人留学生
対象

ＧＪ０９ 聴解B2F ２ ０－２ 後 中級中盤/聴解
外国人留学生
対象

ＧＪ１０ 聴解C1S ２ ０－２ 前 中級後半/聴解
外国人留学生
対象

ＧＪ１１ 聴解C1F ２ ０－２ 後 中級後半/聴解
外国人留学生
対象

ＧＪ１２ 聴解C2S ２ ０－２ 前 上級前半/聴解
外国人留学生
対象

ＧＪ１３ 聴解C2F ２ ０－２ 後 上級前半/聴解
外国人留学生
対象

ＧＪ１４ アカデミック日本語C1S ２ ０－２ 前 中級後半/研究活動のための日本語
外国人留学生
対象

ＧＪ１５ アカデミック日本語C1F ２ ０－２ 後 中級後半/研究活動のための日本語
外国人留学生
対象

ＧＪ１６ アカデミック日本語C2S ２ ０－２ 前 上級前半/研究活動のための日本語
外国人留学生
対象

ＧＪ１７ アカデミック日本語C2F ２ ０－２ 後 上級前半/研究活動のための日本語
外国人留学生
対象

ＧＪ１８ 会話C1S ２ ０－２ 前 中級後半/会話
外国人留学生
対象

ＧＪ１９ 会話C1F ２ ０－２ 後 中級後半/会話
外国人留学生
対象

ＧＪ２０ 会話C2S ２ ０－２ 前 上級前半/会話
外国人留学生
対象
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【教養領域：日本語・日本事情科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＪ２１ 口頭表現C1S ２ ０－２ 前 中級後半/討論、発表
外国人留学生
対象

ＧＪ２２ 口頭表現C1F ２ ０－２ 後 中級後半/討論、発表
外国人留学生
対象

ＧＪ２３ 口頭表現C2S ２ ０－２ 前 上級前半/討論、発表
外国人留学生
対象

ＧＪ２４ 口頭表現C2F ２ ０－２ 後 上級前半/討論、発表
外国人留学生
対象

ＧＪ２５ ビジネス日本語入門 ２ ０－２ 前 中級前半/日本での就職のための日本語
外国人留学生
対象

ＧＪ２６ ビジネス日本語Ⅰ ２ ０－２ 前 中級中盤/日本での就職のための日本語
外国人留学生
対象

ＧＪ２７ ビジネス日本語Ⅱ ２ ０－２ 後 中級後半/日本での就職のための日本語
外国人留学生
対象

ＧＪ２８ 沖縄の文化Ⅰ ２ ２－０ 前 中級・上級/沖縄の文化と社会
外国人留学生
対象

ＧＪ２９ 沖縄の文化Ⅱ ２ ２－０ 後 中級・上級/沖縄の文化と社会
外国人留学生
対象

ＧＪ３０ 沖縄の歴史Ⅰ ２ ２－０ 前 中級以上/沖縄の歴史
外国人留学生
対象

ＧＪ３１ 沖縄の歴史Ⅱ ２ ２－０ 後 中級以上/沖縄の歴史
外国人留学生
対象

ＧＪ３２ 日本の文化Ⅰ ２ ２－０ 前 中級以上/日本の文化と社会
外国人留学生
対象

ＧＪ３３ 日本の文化Ⅱ ２ ２－０ 後 中級以上/日本の文化と社会
外国人留学生
対象

ＧＪ３４ 日本の歴史Ⅰ ２ ２－０ 前 中級以上/日本の歴史
外国人留学生
対象

ＧＪ３５ 日本の歴史Ⅱ ２ ２－０ 後 中級以上/日本の歴史
外国人留学生
対象
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【教養領域：日本語・日本事情科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＪ３６ 日本語B2S ４ ２－２ 前

中級後半（JF日本語教育スタンダードB2レ
ベル）の日本語力習得を目指す受講者を対
象に、中級以上の文法項目の学習を通し、
身近なコンテクストの議論へ参加し、興味
関心のある分野については明瞭で詳細な説
明が行える能力を養う。

外国人留学生対
象

指定されたプ
レースメントテ
ストを受験して
いること。また
は，国際教育セ
ンターの担当
コーディネー
ターによる履修
指導を受けてい
ること。

ＧＪ３７ 日本語B2F ４ ２－２ 後

中級後半（JF日本語教育スタンダードB2レ
ベル）の日本語力習得を目指す受講者を対
象に、中級以上の文法項目の学習を通し、
身近なコンテクストの議論へ参加し、興味
関心のある分野については明瞭で詳細な説
明が行える能力を養う。

外国人留学生対
象

指定されたプ
レースメントテ
ストを受験して
いること。また
は，国際教育セ
ンターの担当
コーディネー
ターによる履修
指導を受けてい
ること。
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【基盤領域：外国語科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＦ１０１ 大学英語 ４ ２－２ １～４ 前

国際社会に適応できうる英語能力の育成を目
的とし、様々な分野内容に関して各種英語教
材の実践的聴解・読解を行なうとともに、基
礎的かつ実践的な訓練を行なう。

ＧＦ１０２ 英語講読演習　中級 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

人文系、社会系、自然科学系のテーマを扱っ
た教材を使用し、パラグラフ・リーディング
に重点を置いて、英文の主旨・大意を適確に
把握する訓練をし、基礎的な読解力の養成を
行う。

大学英語を履修済みで
あること。

ＧＦ１０３ 英語講読演習　上級 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

英語講読演習 中級 より程度の高い英文教材の
講読を通して、専門外書講読への応用・発展
の手がかりを与える。

大学英語を履修済みで
あること。英語講読演
習　中級を履修済みで
あることが望ましい。

ＧＦ１０４ 英会話演習　中級 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

国際社会に適応できうるコミュニケーション
能力を育成するために、英会話の基礎的な知
識と理解を基盤として、それをさらに実践的
に応用できる能力の養成を行う。

大学英語を履修済みで
あること。

ＧＦ１０５ 英会話演習　上級 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

国際社会に適応できうるコミュニケーション
能力を育成するために、ディスカッションや
ディベートなど英会話演習 中級 より程度の高
く洗練された英語運用能力の養成を行う。

大学英語を履修済みで
あること。英会話演習
中級を履修済みである
ことが望ましい。

ＧＦ１０６ 英作文演習　中級 ２ １－１ １～４ 前
日常的・社会的な話題について、自分の考え
を１～２パラグラフにまとめ、文法的に正し
い英語で表現する力を養う。

大学英語を履修済みで
あること。

ＧＦ１０７ 英作文演習　上級 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後
日常的・社会的な話題について、自分の考え
をエッセイ・レポートにまとめ、国際的に適
応できうる英作文能力の養成を行なう。

大学英語を履修済みで
あること。英作文演習
中級を履修済みである
ことが望ましい。

ＧＦ１０８
英語プレゼンテーション
演習　中級

２ １－１ １～４ 前 ・ 後
音声・文字による英語メディアや、専門分野
の英文教材の理解を元に、英語でのプレゼン
テーション能力を養う。

大学英語を履修済みで
あること。

ＧＦ１０９
英語プレゼンテーション
演習　上級

２ １－１ １～４ 前 ・ 後

英語プレゼンテーション演習　中級よりさら
に高度な音声・文字による英語メディアや、
専門分野の英文教材の理解を元に、リサーチ
した情報を英語で論理的にプレゼンテーショ
ンする能力を養う。

大学英語を履修済みで
あること。英語プレゼ
ンテーション演習　中
級を履修済みであるこ
とが望ましい。

ＧＦ１１０ ＴＯＥＩＣ演習 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後
国際社会に適応できうる英語運用能力の指標
であるＴＯＥＩＣの試験の受験を目指す学生
に対し、出題内容に即した指導を行う。

大学英語を履修済みで
あること。

ＧＦ１１１ ＴＯＥＦＬ演習 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

アメリカ、カナダをはじめとした、英語圏の
留学に際し、英語運用能力の証明として不可
欠なＴＯＥＦＬの受験を目指す学生に対し、
出題内容に即した指導を行う。

大学英語を履修済みで
あること。
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【基盤領域：外国語科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＦ１１２ 英検準１級演習 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後
国際社会に適応できうる英語運用能力の指標
となる英語検定試験の準１級の取得を目指す
学生に対し、出題内容に即した指導を行う。

大学英語を履修済みで
あること。

ＧＦ１１３ 特定英語課題演習Ⅰ ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

映画、演劇、音楽、文学などを通じて、イギ
リス、アメリカ、アイルランド、カナダ、
オーストラリアをはじめとした英語圏の文化
に対する深い理解力を養成する。

大学英語を履修済みで
あること。

ＧＦ１１４ 特定英語課題演習Ⅱ ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

国際的舞台で活躍する際に不可欠な観光、ビ
ジネスなど特定の分野で使われる英語を実践
的な訓練を通じて習得させることを目的とす
る。

大学英語を履修済みで
あること。

ＧＦ２１１ ドイツ語圏文化入門 ２ ２－０ ２～４ 前又は後
ドイツやドイツ語圏の文化を言語学習の視点
から概観する。

原則として基礎ドイツ
語Iを履修しているこ
と。

ＧＦ２１２
基礎ドイツ語Ⅰ 4 ２－２ １～４ 前 ・ 後

ドイツ語に親しみながら、読み、書き、聴
き、話すための言語運用能力の基礎を学ぶク
ラス。

ＧＦ２１３
基礎ドイツ語Ⅱ 4 ２－２ １～４ 後

基礎ドイツ語Iから引き続き読み、書き、聴
き、話すための言語運用能力の基礎を学ぶ。

原則として基礎ドイツ
語Iを履修しているこ
と。

ＧＦ２１４
基礎ドイツ語Ⅲ ２ ０－２ ２～４ 前

より高度な言語運用能力を養成するための中
級クラス。

原則として基礎ドイツ
語I、IIを履修している
こと。

ＧＦ２１５
ドイツ会話 ２ ０－２ ２～４ 前 ・ 後

聴き、話すという面からのドイツ語運用能力
の拡充を目指すクラス。

原則として基礎ドイツ
語I、IIを履修している
こと。

ＧＦ３１１ フランス語圏文化入門 ２ ２－０ ２～４ 前又は後
フランスやフランス語圏の文化を言語学習の
視点から概観する。

原則として基礎フラン
ス語Iを履修しているこ
と。

ＧＦ３１２ 基礎フランス語Ⅰ 4 ２－２ １～４ 前 ・ 後
フランス語に親しみながら、読み、書き、聴
き、話すための言語運用能力の基礎を学ぶク
ラス。

ＧＦ３１３ 基礎フランス語Ⅱ 4 ２－２ １～４ 後
基礎フランス語Iから引き続き読み、書き、聴
き、話すための言語運用能力の基礎を学ぶ。

原則として基礎フラン
ス語Iを履修しているこ
と。

ＧＦ３１４ 基礎フランス語Ⅲ ２ ０－２ ２～４ 前
より高度な言語運用能力を養成するための中
級クラス。

原則として基礎フラン
ス語I、IIを履修してい
ること。

ＧＦ３１５ フランス会話 ２ ０－２ ２～４ 前 ・ 後
聴き、話すという面からのフランス語運用能
力の拡充を目指すクラス。

原則として基礎フラン
ス語I、IIを履修してい
ること。

ＧＦ４１１ スペイン語圏文化入門 ２ ２－０ ２～４ 前又は後
スペインやスペイン語圏の文化を言語学習の
視点から概観する。

原則として基礎スペイ
ン語Iを履修しているこ
と。
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ＧＦ４１２ 基礎スペイン語Ⅰ 4 ２－２ １～４ 前 ・ 後
スペイン語に親しみながら、読み、書き、聴
き、話すための言語運用能力の基礎を学ぶク
ラス。

ＧＦ４１３ 基礎スペイン語Ⅱ 4 ２－２ １～４ 後
基礎スペイン語Iから引き続き読み、書き、聴
き、話すための言語運用能力の基礎を学ぶ。

原則として基礎スペイ
ン語Iを履修しているこ
と。

ＧＦ４１４ 基礎スペイン語Ⅲ ２ ０－２ ２～４ 前
より高度な言語運用能力を養成するための中
級クラス。

原則として基礎スペイ
ン語I、IIを履修してい
ること。

ＧＦ４１５ スペイン会話 ２ ０－２ ２～４ 前 ・ 後
聴き、話すという面からのスペイン語運用能
力の拡充を目指すクラス。

原則として基礎スペイ
ン語I、IIを履修してい
ること。

ＧＦ５０１ 中国語基礎Ⅰ 4 ０－４ １～４ 前

はじめて中国語を学ぶ者のための入門クラ
ス。正確に発音し、聞き、話し、読み、書く
技能の基礎的で総合的な訓練を行う。
1)基礎文法の理解、
2)簡単な日常会話の修得、
3)基礎的な読解力の養成、
4)社会／文化の理解を学習目標とする。

ＧＦ５０２ 中国語基礎Ⅱ 4 ０－４ １～４ 後 中国語基礎Ⅰの続き。
中国語基礎Ⅰを既に履
修していること。

ＧＦ５０３ 中国語中級 4 ０－４ ２～４ 前

中国語基礎Ⅰ、Ⅱで修めた知識を基に、語彙
を拡充し、基本構文についての理解を深め、
総合的なコミュニケーション能力の基礎を養
成する。

中国語基礎Ⅱを既に履
修していること。

ＧＦ５０４ 中国語講読 ２ ２－０ ２～４ 後
易しい読み物を教材とし、読解力を養成す
る。

中国語基礎Ⅰ、Ⅱを既
に履修していること。
中国語中級を履修して
いることが望ましい。

ＧＦ５０５ 中国語演習 ２ ２－０ ２～４ 後
会話・スピーチ・作文等の実用的コミュニ
ケーション能力の訓練を行う。

中国語基礎Ⅰ、Ⅱを既
に履修していること。
中国語中級を履修して
いることが望ましい。

ＧＦ５０６ 中国語上級 ２ ２－０ ３～４ 前
種々の教材を講読し、内容を全体的に把握す
ることに重点を置いて、読解力を養成する。

中国語基礎Ⅰ、Ⅱを既
に履修していること。
中国語中級を履修して
いることが望ましい。

ＧＦ５０７ 中国語特演 ２ ２－０ ３～４ 後 語学演習をゼミナール形式によって行う。
中国語基礎Ⅰ、Ⅱを既
に履修していること。

ＧＦ５０８ 中国語会話 ２ ２－０ ２～４ 前又は後
各種視聴覚教材を活用しながら、聞き取り訓
練及び口頭による基礎的表現能力の訓練を行
う。

中国語基礎Ⅰ、Ⅱを既
に履修していること。

ＧＦ５０９ 時事中国語 ２ ２－０ ２～４ 前又は後

特定のテーマ(アクチュアルな社会及び文化現
象等）にそって、様々な資料を活用しながら
その国の風俗・習慣・歴史・文化に対する理
解を深める。

中国語基礎Ⅰ、Ⅱを既
に履修していること。
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科　目 単 受　講
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ＧＦ５１０ 中国語作文 ２ ２－０ ３～４ 前又は後
中国語の作文を学び、併せて手紙、ビジネス
レター、Eメールなどの作法を学ぶ。

中国語基礎Ⅰ、Ⅱを既
に履修していること。

ＧＦ５１１ 実践中国語 ２ ２－０ ３～４ 前

中国社会における様々な状況を想定し、実践
的な中国語の表現力・会話力を身につける。
また、中国語圏での留学経験者に対しても、
当科目を履修することで、より一層のレベル
アップを図る。

外国語科目「中国語」
関連科目を既に８単位
以上履修しているこ
と。

ＧＦ６０１ 朝鮮語基礎Ⅰ 4 ０－４ １～４ 前

はじめて朝鮮語を学ぶ者のための入門クラ
ス。正確に発音し、聞き、話し読み、書く技
能の基礎的で総合的な訓練を行う。
1)基礎文法の理解、
2)簡単な日常会話の修得、
3)基礎的な読解力の養成、
4)社会／文化の理解を学習目標とする。

ＧＦ６０２ 朝鮮語基礎Ⅱ 4 ０－４ １～４ 後

朝鮮語基礎Ⅰの続き。引き続き、
1)基礎文法の理解、
2)簡単な日常会話の修得、
3)基礎的な読解力の養成、
4)社会／文化の理解 を学習目標とする。

朝鮮語基礎Ⅰを既に履
修していること。

ＧＦ６０３ 朝鮮語中級 4 ０－４ ２～４ 前

朝鮮語基礎Ⅰ、Ⅱで修めた知識を基に語彙を
拡充し基本構文についての理解を深める総合
的なコミュニケーション能力基礎を養成す
る。

朝鮮語基礎Ⅰ、Ⅱを既
に履修していること。

ＧＦ６０４ 朝鮮語講読 ２ ２－０ ２～４ 後
朝鮮語中級の続き、易しい読み物を教材とし
読解力を養成する。

朝鮮語中級を既に履修
していること。

ＧＦ６０５ 朝鮮語演習 ２ ２－０ ２～４ 後
朝鮮語中級の続き・会話・スピーチ・作文等
の実用的コミュニケーション能力の訓練を行
う。

朝鮮語中級を既に履修
していること。

ＧＦ７０１ インドネシア語基礎Ⅰ 4 ０－４ １～４ 前

はじめてインドネシア語を学ぶ者のための入
門クラス。正確に発音し、聞き、話し、読
み、書く技能の基礎的で総合的な訓練を行
う。
1)基礎文法の理解、
2)簡単な日常会話の修得、
3)基礎的な読解力の養成、
4)社会／文化の理解を学習目標とする。

ＧＦ７０２ インドネシア語基礎Ⅱ 4 ０－４ １～４ 後 インドネシア語基礎Ⅰの続き。
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ語基礎Ⅰを既に
履修していること。

ＧＦ７１１ タイ語基礎Ⅰ 4 ０－４ １～４ 前

はじめてタイ語を学ぶ者のための入門クラ
ス。正確に発音し、聞き、話し、読み、書く
技能の基礎的で総合的な訓練を行う。
1)基礎文法の理解、
2)簡単な日常会話の修得、
3)基礎的な読解力の養成、
4)社会／文化の理解を学習目標とする。

ＧＦ７１２ タイ語基礎Ⅱ 4 ０－４ １～４ 後 タイ語基礎Ⅰの続き。
タイ語基礎Ⅰを既に履
修していること。



（ 別 表 ２ ）

【基盤領域：外国語科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＦ７３１ ラテン語入門Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前
ラテン語とはどのような言葉か。ヨーロッパ
の文化的伝統を支えてきた教養古典語に親し
むための入門クラス。

ＧＦ７３２ ラテン語入門Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後 ラテン語入門Ⅰの続き。
原則としてラテン語入
門Ⅰを履修しているこ
と。

ＧＦ７５１ ロシア語入門Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前
ロシア語とはどのような言葉か。アルファ
ベット、発音の基本、日常の会話表現などを
学びながら、ロシア語に親しむ。

ＧＦ７５２ ロシア語入門Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後 ロシア語入門Ⅰの続き。
原則としてロシア語入
門Ⅰを履修しているこ
と。



（ 別 表 ２ ）

【基盤領域：情報関係科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＤ０１ 情報科学演習 ２ ０－２ １～４ 前 ・ 後

「情報処理技術を研究・教育の道具とし
て使いこなせない大学は、もはや存在で
きない。」との危機意識をもって、コン
ピュータリテラシー（コンピュータ活用
能力）の向上を目的とした演習を行う。



（ 別 表 ２ ）

【基盤領域：アカデミックスキル科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＡ０１ 線形代数学Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前
行列・行列式・連立一次方程式等を詳細
に講義する。

GA０２ 線形代数学Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後
ベクトル空間、一次変換、固有値等を講
義する。

線形代数学Ⅰを履修し
ていることが望まし
い。

GA０３ 線形代数学演習Ⅰ ２ ０－２ 1 前 線形代数学Ⅰの問題解法。
理学部・
数理科

GA０４ 線形代数学演習Ⅱ ２ ０－２ 1 後 線形代数学Ⅱの問題解法。
理学部・
数理科

GA０５ 統計学 ２ ２－０ 1 前
資料の整理、確率分布、推定・検定等に
ついて概説する。

医学科用

GA０６ 統計学Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前
確率、資料の整理、２項分布、正規分
布、χ－分布等。

GA０７ 統計学Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後 推定・検定・分散分析等。
統計学Ⅰを履修してい
ることが望ましい。

GA０８
微分積分学ＳＴ（スタンダード
コース）Ⅰ

２ ２－０ １ 前

数学系以外の学生を対象とし、具体問題
の計算能力と微分積分学の応用の側面を
重視して講義を行う。講義内容は極限、
１変数関数の微分法と積分法である。

GA０９
微分積分学ＳＴ（スタンダード
コース）Ⅱ

２ ２－０ 1 後

数学系以外の学生を対象とし、具体問題
の計算能力と微分積分学の応用の側面を
重視して講義を行う。講義内容は、２変
数関数の偏微分法と重積分である。

微分積分学ＳＴⅠを履
修していることが望ま
しい。

GA１０
微分積分学ＡＤ（アドバンスト
コース）Ⅰ

２ ２－０ 1 前

数学系学生を念頭に、微分積分学の理論
的側面を強調して講義を行う。講義内容
は実数論、ε－δ論法による極限、１変
数関数の微分法と積分法である。

GA１１
微分積分学ＡＤ（アドバンスト
コース）Ⅱ

２ ２－０ 1 後

数学系学生を念頭に、微分積分学の理論
的側面を強調して講義を行う。講義内容
はε－δ論法による級数、２変数関数の
偏微分法と重積分である。

微分積分学ＡＤⅠを履
修していることが望ま
しい。

GA１２ 地学実験 １ ０－２ 1  後
理科系学生を対象とする地学・気象学の
基礎的実験。

GA１３ 地球科学Ⅰ ２ ２－０ １～３ 前

おもに固体地球科学分野の基礎的な講義
で、地球の構造、プレートテクトニク
ス、地震と火山、鉱物と岩石、火成・変
成作用などを含む。

GA１４ 地球科学Ⅱ ２ ２－０ １～３ 後
地球の水圏、大気圏に関する科学の概
説。理系学生を対象とし、ある程度数式
を用いた講義内容。



（ 別 表 ２ ）

【基盤領域：アカデミックスキル科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

GA１５ 物理学Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前

高等学校で物理学を履修した理科系学生
を対象とし、物理学の基礎的な内容を理
解させる。講義は、主として力学を中心
として行う。

GA１６ 物理学Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後

高等学校で物理学を履修した理科系学生
を対象とし、物理学の基礎的な内容を理
解させる。講義は、主として電磁気学を
中心として行う。

物理学Ⅰに引き続き講
義を行うので、物理学
Ⅰを履修していること
が望ましい。

GA１７ 物理学実験 １ ０－2 １～４

第１Q
第２Q
第３Q
第４Q

理科系学生を対象とし、個々の実験を通
して物理学の基礎的な内容を理解させ
る。

GA１８ 化学Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

高等学校で化学基礎と化学を履修した理
科系学生を対象とし高等学校では履修し
ていない化学に関する基礎事項を概説す
る。

GA１９ 化学Ⅱ ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

高等学校で化学基礎と化学を履修した理
科系学生を対象とし「化学Ⅰ」に引き続
き高等学校では履修していない化学に関
する基礎事項を概説する。

化学Ⅰに引き続き講義
を行うので、化学Ⅰを
履修していることが望
ましい。

GA２０ 化学実験 １ ０－３ １～４ 前 ・ 後

無機・分析化学、物理化学、有機化学に
関する基礎的あるいは教育的と思われる
実験を行う。実験のテーマのいくつかは
高校の授業で既になじみ深いものであ
り、それ以外のテーマも化学について高
度の知識を必要とするものはない。

GA２１ 生物学Ⅰ ２ ２－０ １～２ 前 ・ 後

生物について、主としてマクロの生命現
象の理解、生物と生物の生活の関わり、
環境と生物の関わりに重点をおき、理解
を深めさせる。

GA２２ 生物学Ⅱ ２ ２－０ １～２ 前 ・ 後
生物について、主としてミクロの生命現
象に関わる諸現象を理解させる。

GA２３ 生物学実験 １ ０－３ １～２ 前 ・ 後 生物に関する基礎的な実験・観察。

GA２４ 微分積分学入門Ⅰ ２ ２－０ 1 前 ・ 後

弧度法、三角関数、逆三角関数、指数関
数、対数関数について詳しい丁寧な説明
を行い、続いて１変数の微分法およびそ
の応用について講義する。高校で「数学
Ⅲ」を履修してきていない学生を対象に
した講義である。



（ 別 表 ２ ）

【基盤領域：アカデミックスキル科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

GA２５ 微分積分学入門Ⅱ ２ ２－０ 1 後

微分積分学入門Ⅰの続き。１変数の微分
法とその応用について講義する。なお、
時間があれば、２変数関数の２階までの
偏微分の計算、合成関係の偏微分および
重積分の基本にも触れる。高校で「数学
Ⅲ」を履修してきていない学生を対象と
した講義である。

GA２６ 物理学入門Ⅰ ２ ２－０ １～２ 前

高等学校で物理学を履修していない、あ
るいは物理基礎のみを履修している理科
系学生を対象とし、初歩から始めて物理
学の基礎的な内容を理解させる。講義
は、数学の基礎についても留意しなが
ら、主として力学を中心として行う。

GA２７ 物理学入門Ⅱ ２ ２－０ １～２ 後

高等学校で物理学を履修していない、あ
るいは物理基礎のみを履修している理科
系学生を対象とし、初歩から始めて物理
学の基礎的な内容を理解させる。講義
は、数学の基礎についても留意しなが
ら、主として電磁気学を中心として行
う。

物理学入門Ⅰに引き続
き講義を行うので、物
理学入門Ⅰを履修して
いることが望ましい。

GA２８ 化学入門Ⅰ ２ ２－０ １～２ 前 ・ 後

高等学校で化学基礎と化学を履修してい
ない、あるいは化学基礎のみを履修して
いる理科系学生を対象とし、初歩から始
めて化学の基礎的な内容を概説する。

GA２９ 化学入門Ⅱ ２ ２－０ １～２ 前 ・ 後

高等学校で化学基礎と化学を履修してい
ない、あるいは化学基礎のみを履修して
いる理科系学生を対象とし、「化学入門
Ⅰ」に引き続き化学の基礎的な内容を理
解させる。

化学入門Ⅰに引き続き
講義を行うので、化学
入門Ⅰを履修している
ことが望ましい。



（ 別 表 ２ ）

【基盤領域：キャリア・ダイバーシティ科目】
科　目 単 受 講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年 次

ＧＣ０１ キャリア形成入門 ２ ２－０ １～３ 前 ・ 後

本講義では、社会的・職業的自立に向け「社会
人基礎力※」、「人生観や職業観」、「ライ
フ・キャリアデザイン」及び「民間や公務員の
就職就活の知識」を身に付けるとともに、自己
理解を深め、主体的に進路を選択する能力・態
度を育成することを目指している。

※「社会人基礎力」とは、前に踏み出す力、考
え抜く力 、チームで働く力

ＧＣ０２ 実践キャリア形成 ２ ２－０ ２～4 前・後

「キャリア形成入門」の応用となる授業。自身
の卒業後のキャリア形成を具体化するための多
様な視点を提供するとともに、残された大学生
活において有意義な時間を過ごすための行動や
思考を身につける。

キャリア形成入門を
履修済みであるこ
と。

ＧＣ０３ 社会人が語るキャリアデザイン 2 ２－０ １～４ 後

行政や民間など様々な分野で活躍する方々の講
演を通して、今まさに動いている経済社会の実
態に触れ、キャリア理論と企業の実態とを結び
つけて考える場を提供する。社会人としての心
構えや、社会が求めている人材について、社会
経験豊富な講師陣から知る貴重な機会となる。

ＧＣ０４
地域企業（自治体）お題解決プ
ログラム

２ ２－０ １～４ 前・後

県内市町村(自治体)が抱える地域課題につい
て、座学で学び、フィールドワークで体験・調
査、課題解決のための実現可能性が高い解決策
をグループで検討する。これらを発表会で自治
体に企画提案（プレゼンテーション）するＰＢ
Ｌ型（問題・課題解決型）授業。
これからの地域社会で求められる課題解決に向

ＧＣ０５ 海外キャリア形成入門 ２ １～４ 前

海外の厳しい環境でビジネスを展開している日
本人起業家等をゲスト講師として招き、国内外
の諸問題の理解（国際環境、産業構造の変化
等）とポストコロナ時代の社会変革を予測し、
これからの厳しい環境を生き抜くための「若者
のキャリア戦略」を考える講義を実施する。

集中講義



（ 別 表 ２ ）

【基盤領域：キャリア・ダイバーシティ科目】
科　目 単 受 講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年 次

ＧＣ０６ 海外職場体験 ２ １～３ 前又は後

海外での職場体験や人的交流体験を通して、国
際感覚を身につけることにより海外への就職機
会の拡大や社会貢献の意識向上に繋げる。帰国
後は報告会等を実施し、他学生の意識向上にも
繋げる。
受講希望者は指定の様式のエントリーシートを
提出し、キャリア教育センターが実施する面接
試問と併せた総合評価により、受講者を決定す
る。事前研修３回（各４時間）、約８日間の在
外研修、事後研修２回（各４時間）、成果発表
より成る。

集中講義

ＧＣ０７ キャリアデザインとジェンダー ２ ２－０ １～４ 後

キャリア形成におけるジェンダーの問題やダイ
バーシティ推進に関する学生の自発的な学びを
促すキャリア関係科目で、キャリアデザインに
関するワークショップやグループディスカッ
ションなどを組み合わせたアクティブラーニン
グにより学生の理解を深める。

ＧＣ０８ 日本企業インターンシップⅠ ２ １～４ 前又は後

日本企業に就職する意欲があり、かつ能力の高
い外国人留学生を対象に、ビジネス日本語研
修、ビジネス専門教育、インターンシップを通
じ、日本の産業界に対する理解を促進し、活躍
できる人材を育成する。ビジネス日本語会話や
ビジネス日本語の読み書きの基本を学ぶととも
に、日本企業の文化について理解を深め、ビジ
ネスにおける慣習やマナーなどを身につけ、実
際に企業でインターンシップ研修をするための
準備をする

集中講義
外国人留学生対象

ＧＣ０９ 日本企業インターンシップⅡ ２ １～４ 前又は後

沖縄県内の企業で実際にインターンシップ生と
して働くことで、実践的なビジネス能力を養成
し、参加学生自身のキャリアビジョンを構築さ
せ、エンプロイアビリティーを高めさせる。企
業での実務研修の経験を通して、日本の産業界
に対する理解を促進し、将来、高度グローバル
人材となって、日本の産業界でグローバルに活
躍できる人材を育成する

集中講義
外国人留学生対象



（ 別 表 ２ ）

【基盤領域：キャリア・ダイバーシティ科目】
科　目 単 受 講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年 次

ＧＣ１０ キャリア関係特別講義Ⅰ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＣ１１ キャリア関係特別講義Ⅱ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＣ１２ キャリア関係特別講義Ⅲ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＣ１３ キャリア関係特別講義Ⅳ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＣ１４ キャリア関係特別講義Ⅴ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＣ１５ キャリア関係特別講義Ⅵ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＣ１６ キャリア関係特別講義Ⅶ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＣ１７ キャリア関係特別講義Ⅷ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧＣ１８ キャリア関係特別講義Ⅸ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

ＧC１９ 倫理総合討論 ２ ２－０ ３～５ 前 ～ 後
与えられた１５のテーマについて医学的のみな
らず社会・倫理学的、法・経済学的見地から討
論を行う。

教員は、調査・学習
や討論のすすめ方を
指導する。前学期か
ら後学期にかけての
通年科目。

ＧＣ５１
ジェンダー学とインターセク
ショナリティ

２ ２－０ １～４ 後

ジェンダー学とインターセクショナリティの基
礎的視座、概念、理論、方法論について学び理
解を深めつつ、身近な地域や国内外における文
化、社会、政治に表象されるジェンダーの課題
を特定し、その問題解決に向けて議論を深め
る。

ＧＣ５２
知っておきたいハラスメントの基
礎知識Ⅰ

1 ２－０ １～４ 第１Q

本講義ではハラスメントとは何か、なぜ人はハ
ラスメントをしてしまうのか、どのような行為
が含まれるのか、法律はどうなっているのか等
を法学や心理学の観点から学びます。

ＧＣ５３
知っておきたいハラスメントの基
礎知識Ⅱ

1 ２－０ １～４ 第２Q

そこで本講義ではハラスメントとは何か、なぜ
人はハラスメントをしてしまうのか、どのよう
な行為が含まれるのか、法律はどうなっている
のか等を法学や心理学の観点から学びます。

ＧＣ５４
知っておきたいセクシュアリティ
のこと

2 ２－０ １～４ 後

セクシュアリティは私達全てがもっているもの
です。しかし、その要素の1つ以上がマイノリ
ティである場合、差別を受けてしまうことがあ
ります。一方で性的指向や性自認に関するハラ
スメント（SOGIハラ）は大学や職場でも認知
されてきています（琉球大学の規程や職場に関
する法律の指針には明記）。そこで本講義では
セクシュアリティに関する基礎知識、歴史的背
景、法律、ハラスメント、海外の状況等、社会
人に必須の内容を扱います。



（ 別 表 ２ ）

【基盤領域：健康運動系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 　講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

ＧＰ０１ 健康・スポーツ科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

健康とスポーツに関する科学的知見
に基づいて、身体運動と人間との関
わりについて、健康科学およびス
ポーツ科学などの各教員の研究領域
の立場から論述する。

同一学期に運動・ス
ポーツ科学演習と並
行して履修可能。

ＧＰ０２
運動・スポーツ科学演習
　　  　(バドミントン)

２ ０－２ １～４ 前又は後

ＧＰ０２ 　   〃    (テニス)

ＧＰ０２       〃    (卓球)

ＧＰ０２       〃    (ゴルフ)

ＧＰ０２       〃    (サッカー)

ＧＰ０２       〃    (フットサル)

ＧＰ０２       〃    (バレーボール)

ＧＰ０２       〃    (ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ)

ＧＰ０２       〃    (ハンドボール)

ＧＰ０２       〃　　(水泳)

ＧＰ０２       〃    (ダイビング)

ＧＰ０２       〃    (空手)

ＧＰ０２       〃    (沖縄空手)

ＧＰ０２       〃    (琉球舞踊)

ＧＰ０２ 　  〃　　(ソフトボール)

ＧＰ０２ 　  〃　　(野球)

ＧＰ０２       〃    (ニュースポーツ)

ＧＰ０２       〃    (ラート)

ＧＰ０２      〃　  (ｱｳﾄﾄﾞｱﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ)

ＧＰ０２       〃    (ｳｴｲﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ)

ＧＰ０２       〃    (ｴｱﾛﾋﾞｯｸﾀﾞﾝｽ)

ＧＰ０２       〃　(ﾌｫｰｸ・ｿｰｼｬﾙﾀﾞﾝｽ)

ＧＰ０２       〃    (マラソン)

ＧＰ０２       〃    (動作療法)

ＧＰ０２       〃    (ｲﾝﾄﾞｱ･ｽﾎﾟｰﾂ)

１種目のみ履修可。
（複数の履修はでき
ない。）

運動種目別の歴史やルール、個人技
術やチーム戦術を、ビデオ教材や実
際の運動場面を活用しながら理論的
に理解するとともに、各種スポーツ
種目の技術戦術の習得・向上をねら
いとする。また、体力養成や傷害予
防、トレーニング法や健康増進など
のスポーツ科学の基本的理解を深め
ながら、生涯に渡ってスポーツを続
ける意義を理解することを目的とす
る。
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